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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【この１年で競争基準が大きく転換】
…２面／食の新旧街道を行く【「旬の味に癒される⑩」緑か、白か、ねぎさまざ
ま】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,150 94.4%

一　般 ― 98.5%
宅配便（千個） 319,226 95.9%

輸送統計
平成30年9月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
113

（−10）
84

（−8）
197

（−18）

交通事故死者数（人）
10月31日現在 12月13日現在

2,796
（−145）

3,276
（−197）

全国の死亡
事故件数

2,732
（−152）

平成30年10月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

12/15〜H31.1/14  1833
1/15〜2/14  4409

２・3
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
�＜年表＞トラック この1年（回顧）
・�全日本トラック協会の主な活動
・�運輸関係行政等の主な動向

７ ・「チェーン規制区間」
　13区間を発表（国交省）

6 ・��「健康職場づくり」事業者訪問
　　ウェルポート㈱（静岡県）

8
・女性の輝く現場から
トラガールのお仕事。
幸洋運輸㈱（栃木県）

石澤 香純さん

中型車に乗務し地場での
集配を担当する石澤さん

　

国
土
交
通
省
で
開
催
さ
れ

た
記
者
会
見
に
は
︑
坂
本
会

長
の
ほ
か
︑
奥
田
哲
也
国
土

交
通
省
自
動
車
局
長
が
同
席

し
た
︒

　

坂
本
会
長
は
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
健
全
な
発
展

に
向
け
て
の
集
大
成
が
︑
今

回
の
事
業
法
一
部
改
正
で
あ

る
﹂
と
そ
の
意
義
を
強
調
し

た
上
で
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
は
︑
我
が
国
の
経
済
を
支

え
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
欠
か

せ
な
い
存
在
︒
各
地
域
で
真

摯
に
経
営
を
行
っ
て
お
ら
れ

る
会
員
事
業
者
の
皆
様
と
︑

現
場
で
働
い
て
お
ら
れ
る
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
が
︑
懸
命

に
運
送
事
業
に
取
り
組
み
︑

国
民
の
経
済
と
暮
ら
し
を
守

っ
て
お
ら
れ
る
︒
事
業
法
一

部
改
正
は
議
員
立
法
に
よ
っ

て
成
立
し
た
が
︑
各
地
の
国

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
12
月
７

日
の
第
１
９
７
回
国
会
（
臨
時
会
）
参

議
院
本
会
議
で
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
﹂
が

可
決
・
成
立
（
８
日
未
明
）
し
た
こ
と

を
受
け
︑
12
月
12
日
に
坂
本
克
己
会
長

が
記
者
会
見
を
開
い
た
︒

　

同
法
一
部
改
正
は
︑﹁
働
き
方
改
革
﹂

関
連
法
の
施
行
に
伴
い
︑
平
成
36
年
度

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
時
間
外

労
働
の
限
度
時
間
が
設
定
さ
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
︑
緊
急
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
条
件
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
実
施

さ
れ
る
も
の
︒
全
ト
協
で
は
︑
坂
本
会

長
を
先
頭
に
︑
事
業
法
改
正
に
向
け
て

の
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
て
き
た
︒

同
法
一
部
改
正
の
実
現
に
よ
り
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
条
件
改
善
と
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
健
全
な
発
展
に
向
け
て

の
動
き
が
本
格
化
し
て
い
く
︒

会
議
員
の
皆
様
か
ら
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
へ
の
高
い
評

価
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
︑
成

案
に
至
る
こ
と
が
で
き
た
︒

改
正
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が

　

全
ト
協
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
働
き
方
改
革
を
迅

速
か
つ
的
確
に
実
施
す
る
た

め
︑
７
月
12
日
に
坂
本
会
長

を
本
部
長
と
す
る
﹁
働
き
方

改
革
対
応
検
討
本
部
﹂
を
立

ち
上
げ
た
︒
そ
の
中
で
︑
働

き
方
改
革
の
実
現
を
図
る
た

め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条

件
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
を
最

優
先
と
位
置
付
け
︑
そ
の
た

め
の
規
制
の
あ
り
方
を
見
直

す
た
め
に
︑
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
一
部
改
正
に
向

け
て
同
検
討
本
部
で
議
論
を

進
め
た
︒

　

９
月
４
日
に
は
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
で
行
っ

た
記
者
会
見
の
中
で
︑
坂
本

会
長
が
同
法
一
部
改
正
に
つ

い
て
発
表
︒
議
員
立
法
で
の

改
正
案
提
出
を
目
指
し
︑
自

由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振

興
議
員
連
盟
総
会
（
11
月
20

日
）
や
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問

題
議
員
懇
話
会（
10
月
31
日
）

な
ど
を
通
じ
与
野
党
の
国
会

議
員
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ

た
ほ
か
︑
業
界
内
で
の
意
見

集
約
を
図
っ
た
︒

で
き
た
の
は
︑
各
地
の
運
送

事
業
者
の
皆
様
と
現
場
で
働

く
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
の
お

か
げ
で
あ
り
︑
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
た
い
﹂
と
︑

心
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
︒

　

ま
た
︑
奥
田
局
長
は
﹁
同

法
改
正
は
︑
今
年
７
月
に
全

ト
協
内
に
﹃
働
き
方
改
革
対

応
検
討
本
部
﹄が
設
置
さ
れ
︑

検
討
が
始
ま
っ
た
と
伺
っ
て

い
る
︒
半
年
で
法
案
可
決
・

成
立
を
実
現
で
き
た
の
は
︑

業
界
の
健
全
化
へ
の
坂
本
会

長
の
並
々
な
ら
な
い
ご
努
力

が
あ
っ
て
こ
そ
だ
﹂
と
述
べ

た
上
で
︑﹁﹃
荷
主
対
策
の
深

度
化
﹄
や
﹃
標
準
的
な
運
賃

の
告
示
制
度
の
導
入
﹄な
ど
︑

業
界
の
皆
様
方
と
と
も
に
精

一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
﹂
と
抱
負
を
述
べ
た
︒

　

事
業
法
改
正
案
は
︑
12
月

４
日
の
衆
議
院
国
土
交
通
委

員
会
で
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
︑
同
日
の
衆
議
院
本
会
議

を
通
過
︒
同
６
日
の
参
議
院

国
土
交
通
委
員
会
で
も
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
︑そ
の
後
︑

参
議
院
本
会
議
で
諮
ら
れ
︑

同
８
日
に
成
立
し
た
︒

　

な
お
︑
同
法
改
正
の
概
要

は
表
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
︒

表  2019 年度事業計画骨子
◇最重点施策
①�貨物自動車運送事業法の改正作業に係る対応
②�長時間労働の是正を図るため、生産性の向上や取
引環境の改善等「働き方改革」の実現に向けた
対策の推進
③�標準貨物自動車運送約款の浸透等による適正な
運賃・料金収受の推進
④人材確保対策の積極的な推進
⑤交通及び労災事故の防止対策の推進
⑥�高速道路通行料金の大口・多頻度割引最大 50％
の継続・恒久化、割引制度の充実及び更なる高
速道路の積極的な活用に向けた諸対策の実現
⑦参入基準の厳格化等規制緩和の見直しの促進
⑧新技術を活用した物流の効率化等の推進

◇重点施策
①自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現
②消費税の増税に係る円滑な転嫁の推進
③燃料高騰対策等の推進
④環境・省エネ対策の推進
⑤適正化事業等の推進による法令遵守の徹底
⑥大規模災害発生時における緊急輸送体制の確立

※下線部は新規項目

表

全ト協
第178回
理事会

事
業
法
改
正
・
消
費
税
増
税
へ
の

対
応
を
強
化
・
促
進

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
骨
子
案
を
承
認

「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
改
善
を
最
優
先
に
」

事業法
改正の
あゆみ

　

12
月
６
日
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会（
坂
本
克
己
会
長
）

は
第
１
７
８
回
理
事
会
を
開

催
し
︑
２
０
１
９
年
度
事
業

計
画
骨
子
案
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
︑
全
議
案
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

事
業
計
画
骨
子
︵
表
︶
に

つ
い
て
は
︑
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
改
正
（
12
月
８

日
改
正
法
案
成
立
︑
別
掲
）

に
係
る
対
応
を
最
重
点
施
策

の
ト
ッ
プ
に
掲
げ
た
︒ま
た
︑

重
点
施
策
で
は
︑
２
０
１
９

年
10
月
か
ら
施
行
予
定
の
消

費
税
増
税
に
際
し
︑
円
滑
な

転
嫁
の
促
進
等
を
盛
り
込
ん

だ
︒

　

冒
頭
︑坂
本
克
己
会
長
は
︑

﹁
今
は
物
流
二
法
制
定
か
ら

約
30
年
と
い
う
区
切
り
の
時

期
︒
い
わ
ゆ
る
﹃
規
制
緩
和

の
悪
影
響
﹄
を
事
業
法
の
改

正
に
よ
っ
て
解
決
し
た
い
と

い
う
全
国
の
会
員
事
業
者
の

皆
様
の
強
い
お
気
持
ち
や
ご

意
見
を
長
年
頂
戴
し
て
き

た
︒
現
場
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
条
件
改
善
の
た
め
に
も

事
業
法
改
正
は
必
要
不
可

欠
︒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
︑
皆
様
の
ご
意

見
も
伺
い
な
が
ら
改
正
に
取

り
組
ん
で
き
た
結
果
︑
成
案

ま
で
あ
と
一
歩
と
な
っ
た
︒

我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
底
力
が
今
ま
さ
に
発
揮
で

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
︒

全
国
の
会
員
事
業
者
の
皆
様

の
長
年
に
わ
た
る
ご
労
苦
に

敬
意
と
感
謝
を
表
し
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
し
︑
事
業
法
改

正
に
係
る
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
へ
の
尽
力
に
対

す
る
謝
辞
を
述
べ
た
︒

　

そ
の
他
議
案
で
は
︑
会
員

の
入
退
会
︑
２
０
１
８
年
度

優
秀
運
転
者
顕
彰
候
補
者
︑

２
０
１
９
年
度
主
要
会
議
・

行
事
開
催
日
程
な
ど
に
つ
い

て
原
案
通
り
承
認
︒
そ
の
ほ

か
︑
①
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
改
正
︑
②
取
引
環
境

・
長
時
間
労
働
の
改
善
に
向

け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
︑
③
第

24
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
大
会
開
催
地
︱
︱
等
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

会員事業者やドライバーへの感謝の意を述べ
る坂本克己全ト協会長

第178回理事会（12月6日、第一ホテル東京）

会見に同席した奥田国交省
自動車局長

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
改
善
・

業
界
健
全
化
へ
大
き
く
前
進

貨物自動車運送事業法の改正案が成立
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2018.12.1—
12.15

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

年
内
最
後
の
コ
ラ
ム
に
な
っ
た
︒

そ
こ
で
業
界
の
１
年
を
振
り
返
っ

て
み
よ
う
︒
今
年
の
特
徴
を
一
言

で
表
現
す
る
な
ら
︑
過
去
の
﹁
競

争
基
準
﹂
か
ら
の
転
換
が
始
ま
っ

た
年
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
︒

こ
れ
は
運
輸
業
に
限
ら
な
い
︒
あ

ら
ゆ
る
産
業
で
︑こ
れ
ま
で
の
﹁
常

識
﹂が
通
用
し
な
く
な
っ
て
き
た
︒

そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
︑
年
末
年

始
の
新
し
い
動
き
だ
︒

　

例
え
ば
︑
小
売
業
や
飲
食
業
な

ど
で
も
営
業
時
間
の
短
縮
や
︑
正

月
に
は
休
業
に
す
る
と
い
っ
た
動

き
が
出
て
き
た
︒
だ
が
︑
50
年
ぐ

ら
い
前
は
︑
そ
れ
が
一
般
的
だ
っ

た
︒
物
流
で
も
﹁
初
荷
﹂
は
１
月

２
日
が
多
か
っ
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
は

﹁
初
荷
﹂
と
書
い
た
旗
や
の
ぼ
り

を
立
て
て
荷
物
を
運
ん
だ
も
の
だ
︒

　

そ
の
後
︑
高
度
経
済
成
長
の
中

で
競
争
が
激
化
し
︑
労
働
時
間
も

だ
ん
だ
ん
長
く
な
っ
て

き
た
︒
だ
が
︑
同
じ
長

時
間
労
働
で
も
性
格
が

一
変
し
た
の
は
バ
ブ
ル

崩
壊
後
だ
︒
同
じ
年
中

無
休
の
競
争
で
も
︑
経

済
が
拡
大
し
て
い
た
当

時
は
成
長
を
競
い
合
う

競
争
だ
っ
た
︒し
か
し
︑

バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
サ
バ

イ
バ
ル
競
争
に
変
わ
っ
た
︒
勝

つ
た
め
の
競
争
か
ら
︑
負
け
な

い
た
め
の
競
争
（
そ
の
結
果
と

し
て
勝
ち
残
る
）
へ
の
転
換
で

あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
い
つ
の
時
代
に

も
競
争
は
あ
っ
た
が
︑
バ
ブ
ル

崩
壊
後
は
生
き

残
る
た
め
に
営

業
時
間
を
延
長

し
た
り
︑
年
中

無
休
と
い
っ
た

営
業
形
態
が
敷ふ

衍え
ん

し
て
き
た
の

で
あ
る
︒
だ
が
︑

こ
れ
ら
は
比
較

的
容
易
に
労
働

力
が
補
填
で
き

る
と
い
う
前
提

で
可
能
だ
っ
た

の
で
あ
る
︒

　

と
こ
ろ
が
︑

そ
の
前
提
で
あ

る
労
働
力
の
補

充
が
難
し
く
な

っ
て
き
た
︒
そ
の
こ
と
に
気
付

く
キ
ッ
カ
ケ
は
︑
昨
年
の
宅
配

便
事
業
者
に
よ
る
取
扱
数
量
の

抑
制
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
見
直

し
︑料
金
値
上
げ
な
ど
だ
っ
た
︒

こ
れ
は
過
去
の
成
功
体
験
が
通

用
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
象
徴

し
て
い
る
︒
同
時
に
︑
企
業
間
競

争
の
﹁
競
争
基
準
﹂
の
転
換
も
意

味
し
て
い
る
︒

　

そ
の
結
果
︑
今
年
の
年
末
年
始

は
︑
荷
物
の
取
り
扱
い
に
事
業
者

が
条
件
を
設
定
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
︒
な
か
に
は
正
月
三
が
日

を
休
業
に
す
る
事
業
者
も
出
て
き

た
︒
一
部
事
業
者
の
こ
の
よ
う
な

動
き
に
対
し
て
︑
従
来
で
あ
れ
ば

競
合
各
社
は
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
荷

物
奪
取
に
奔
走
し
た
は
ず
で
あ

る
︒
だ
が
︑
こ
の
よ
う
な
行
動
パ

タ
ー
ン
は
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
︒

　

な
ぜ
な
ら
こ
の
間
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
条
件
改
善
の
必
要
性
を

多
く
の
荷
主
が
認
識
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
︒
抜
け

駆
け
す
る
よ
う
な
事
業
者
へ
の
荷

主
の
見
方
︑
ひ
い
て
は
社
会
的
評

価
が
変
わ
っ
て
き
た
︒
さ
ら
に
そ

れ
以
上
に
︑
そ
の
よ
う
な
事
業
者

は
長
い
目
で
み
る
と
労
働
力
が
確

保
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
︒
こ

の
よ
う
に
︑今
年
は
﹁
競
争
基
準
﹂

を
転
換
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ

た
年
に
な
っ
た
︒

　

だ
が
驚
く
こ
と
は
な
い
︒
こ
れ

ま
で
は
﹁
異
常
﹂
が
常
態
化
し
て

い
た
︒
そ
れ
を
﹁
正
常
﹂
に
戻
す

動
き
が
始
ま
っ
た
だ
け
と
認
識
す

れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
︒

第
222
回

この１年で競争基準が大きく転換

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～運転免許制度編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�大型免許を取得していれば、大型以外に、中型、準中型、普
通、大型特殊、小型特殊の各自動車のほかに、原付自転車を運
転することができる。（ ○・× ）

❷	�第一種の中型免許は、21歳以上でなければ取得できない（政令
で定める者を除く）。（ ○・× ）

❸	�準中型免許は、普通免許を取得した後でなければ取得できな
い。（ ○・× ）

❹	�故障車をロープで牽引する場合には、牽引免許が必要である。
（ ○・× ）

❺	�運転免許の適性試験における視力の合格基準は、準中型免許の
場合、大型免許や中型免許と同じく、両眼で0.8以上、一眼でそ
れぞれ0.5以上である。（ ○・× ）

（解答は７面）

タイヤチェーンは冬季の必需品
〔第82回〕

　平成30年もまもなく幕を閉じようとしています。今年も様々
な出来事がありましたが、新語・流行語大賞には、平昌冬季オリ
ンピックでカーリング女子日本代表が試合中の会話で使っていた
「そだねー」が選ばれました。緊張感のなかでの、のんびりした
会話が話題を呼びましたが、トップ10のなかには「ボーっと生き
てんじゃねーよ!」も入りました。ボーっと生きているだけなら、
チコちゃんに叱られるくらいで済みますが、ボーっと運転してい
ると思わぬ大事故に繋がりかねません。これから年末にかけて
多忙な運行業務が続きますが、体調管理に留意して安全運転で
今年を締めくくりましょう。
　ところで、タイヤチェーン未装着車による雪道での事故や立ち
往生、それによる大渋滞等を防止するために、法令改正により、
タイヤチェーンを取り付けていない車両の通行を禁止する規制
標識（右図）が新設され、12月中に施行される予定です。

●冬季は必ずタイヤチェーンを携行
Ａさん「そういえば、今年の2月、福井県から石川県にかけての

国道で大雪のために1,500台が立ち往生し、解消するの
に3日近くかかったという出来事があったね」

Ｂさん「大型車の脱輪が渋滞発生の原因になったようだけど、
チェーンを装着していなかったらしい」

Ａさん「毎年のように大雪や豪雪時に大渋滞が発生しているけ
ど、チェーン未装着のトラックの立ち往生が原因になっ
ているケースも多い」

Ｂさん「トラックは車体が大きいから、道を塞いでしまいやすい
からね」

Ａさん「冬期の走行ではチェーンは必需品だよ。スタッドレスタ
イヤなどの冬用タイヤを装着している場合でも、上り坂
などではチェーンが必要な時があるしね」

Ｂさん「冬季に入ったら、チェーンを携行しているかどうかを必
ず確認しないとね」

Ａさん「坂道が多い運行経路の場合などは、ダブルチェーンも携
行しておかないと。シングルチェーンだけでは上り坂を
走れなくなる恐れがあるしね」

Ｂさん「それとチェーンの点検も大切だよ。走行中にチェーンが
切れてしまったら、走れなくなるからね」

●チェーン装着を先延ばしにしない
Ａさん「チェーンを携行していても、装着するタイミングが遅れ

てスリップしたり、自走できなくなったというケースもよ
くあるね」

Ｂさん「確かにチェーンの装着は面倒だから、『まだ大丈夫だろ
う』と、装着するのを先延ばしにする傾向はあるね」

Ａさん「チェーンの携行は必要条件だけど、十分条件ではない。
今度の法令改正で、チェーンの装着が義務づけられる区
間はもちろんだけど、そうでない区間であっても、例え
ば前方に上り坂がある場合などは、その手前でチェーン
を装着しないとね。走れなくなってからでは、もう手遅
れなんだから」

Ｂさん「雪による立ち往生は、５％以上の勾配の上り坂で多く発
生しているといわれているしね」

Ａさん「ただし、道路脇に車を止めてチェーンを装着するのは危
険だ。特に雪が降っているような時は、視界が悪いか
ら、後続車に追突される恐れがある」

Ｂさん「チェーン脱着場やパーキングエリアなどの安全な場所で
装着する必要があるね」

●状況によっては迂回することも必要
Ａさん「いよいよ本格的な冬の時期に入るけど、ここ数年の気象

状況をみると、思ってもみないところで大雪が降った
り、降雪量も“半端ないって”ことがよくある」

Ｂさん「天気予報などをこまめにチェックして、運行経路の気象
情報を早めに収集することが大切だね」

Ａさん「それともう一つ注意したいのは、チェーンも決して万能
ではないってことだ。勾配の急な上り坂はチェーンを着
けても上れないことがある。そういう場合は、その経路
を避けて迂回路を走るということも考えておかないと」

Ｂさん「無理に通行しようとして立ち往生し、正月を雪に閉ざさ
れた車の中で過ごすということにならないように」

Ａさん・Ｂさん「それでは皆様、良いお年を!!」

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

白
河
の
関
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

白
河
の
関
Ｔ
Ｓ
は
12
月
21

日
㈮
︑
運
行
情
報
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
福
祉
施
設
が
終
日
臨

時
休
館
と
な
る
（
駐
車
場
は

利
用
可
）︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
12

月
13
日
︑２
０
１
８
年
度
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）﹂
の
評
価
を
決
定
し
︑

２
０
１
８
年
度
安
全
性
優
良

事
業
所
と
し
て
７
３
３
５
事

業
所
を
認
定
し
た
︒

　

今
年
度
に
認
定
さ
れ
た
事

業
所
の
内
訳
は
︑
新
規
申
請

１
５
０
１
事
業
所
（
有
効
期

間
２
年
間
）︑
初
回
更
新
１

６
５
６
事
業
所（
同
３
年
間
）︑

２
回
目
更
新
１
４
０
７
事
業
所

（
同
４
年
間
）︑
３
回
目
更

新
１
５
５
９
事
業
所
（
同
４

年
間
）︑
４
回
目
更
新
１
２
１

２
事
業
所
（
同
４
年
間
）︒

こ
れ
に
よ
り
︑平
成
26
年
度
︑

27
年
度
︑
28
年
度
お
よ
び
29

年
度
に
認
定
し
た
事
業
所
と

合
わ
せ
て
︑
安
全
性
優
良
事

業
所
は
２
万
５
３
４
３
事
業
所

（
１
万
１
３
９
１
事
業
者
）

と
な
っ
た
︒
な
お
︑26
年
度
︑

27
年
度
︑
28
年
度
の
認
定
事

Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
Ｐ
Ｒ　

　
活
動
等
に
つ
い
て
報
告

第
36
回﹁
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
安
全
性
評
価
委
員
会
﹂

　

12
月
12
日
に
︑第
36
回﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
委
員
会
﹂（
委
員
長
・

野
尻
俊
明
流
通
経
済
大
学
学

長
）
が
行
わ
れ
た
︒

　

議
事
と
し
て
は
︑
①
安
全

性
優
良
事
業
所
に
係
る
認
定

の
自
主
返
納
に
つ
い
て
︑
②

２
０
１
８
年
度
貨
物
自
動
車

業
所
に
は
︑﹁
平
成
30
年
７

月
豪
雨
﹂
に
係
る
特
例
措
置

に
よ
り
︑
有
効
期
間
を
１
年

間
伸
長
し
た
事
業
所
も
含
ま

れ
て
い
る
︒

　

全
事
業
所
数
（
30
年
12
月

現
在
で
８
万
５
５
７
０
事
業

所
）
に
占
め
る
認
定
事
業
所

数
の
割
合
は
29
・
６
％
と
な

り
︑
今
回
の
認
定
で
全
事
業

所
の
う
ち
約
３
割
が
認
定
事

業
所
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑
全

事
業
者
数
（
29
年
３
月
末
現

在
で
６
万
２
２
７
６
事
業
者
）

に
占
め
る
認
定
事
業
者
数
の

割
合
は
18
・
３
％
と
な
っ
た
︒

運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業

に
つ
い
て
︱
︱
を
審
議
し
︑

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
し

た
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
Ｐ
Ｒ
活

動
の
状
況
と
し
て
は
︑
荷
主

の
全
国
団
体（
２
１
８
団
体
）

に
対
し
て
坂
本
克
己
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
名
で
依

頼
文
書
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

送
付
し
︑
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の

活
用
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ

た
ほ
か
︑
平
成
24
年
度
よ
り

実
施
し
て
い
る
Ｇ
マ
ー
ク
ラ

ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
走
行
に
つ

い
て
︑
今
年
度
は
全
ト
協
で

新
た
に
21
台
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ト
ラ
ッ
ク
を
走
ら
せ
る
こ
と

と
な
り
︑
ラ
ッ
ピ
ン
グ
実
施

で
継
続
走
行
し
て
い
る
ト
ラ

ッ
ク
の
台
数
は
全
国
で
２
０

０
台
に
達
す
る
こ
と
と
な
っ

た
︒
ま
た
︑
今
年
７
月
・
８

月
に
東
名
高
速
道
路
海
老
名

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
神
奈
川

県
海
老
名
市
）
上
り
線
で
実

施
し
た
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ラ
ッ

ピ
ン
グ
等
に
つ
い
て
も
報
告

さ
れ
た
︒

伊
万
里
学
園
敬
徳
高
校
に

整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を

寄
贈　

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
結
城
賢
進
部
会
長
）

は
12
月
３
日
︑
佐
賀
県
伊
万

里
市
の
伊
万
里
学
園
敬
徳
高

等
学
校
（
谷
口
太
一
郎
理
事

長
︑立
石
琢
磨
校
長
）
で
﹁
整

備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
寄
贈

式
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

青
年
部
会
で
は
︑
平
成
27

年
度
か
ら
毎
年
社
会
貢
献
活

動
と
し
て
自
動
車
教
育
課
程

を
有
す
る
高
等
学
校
へ
の
整

備
実
習
用
車
両
の
寄
贈
を
行

い
︑
こ
れ
ま
で
に
７
校
へ
実
施

し
て
い
る
︒
今
年
度
は
同
校

の
自
動
車
整
備
科
に
小
型
平

ボ
デ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈
し

た
も
の
︒

　

寄
贈
式
に
は
︑
富
永
泰
輔

全
ト
協
青
年
部
会
副
部
会
長

（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
）︑
宮

原
章
彦
佐
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
青
年
部
会
長
︑
車
両
提
供

者
の
㈱
南
里
運
送
の
福
島
隆

宏
代
表
取
締
役
社
長
が
出

席
︒
富
永
副
部
会
長
は
︑
寄

贈
式
に
出
席
し
た
自
動
車
整

備
科
の
学
生
た
ち
に
﹁
こ
の

車
両
で
ト
ラ
ッ
ク
の
構
造
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
と

と
も
に
︑
国
民
生
活
を
支
え

る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
つ
い
て

も
︑
ぜ
ひ
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
︑

谷
口
理
事
長
に
レ
プ
リ
カ
キ

ー
を
手
渡
し
た
︒

　

立
石
校
長
は
﹁
こ
れ
ま
で

乗
用
車
中
心
の
実
習
だ
っ
た

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
構
造
に
つ
い

て
も
学
ん
で
も
ら
う
機
会
を

い
た
だ
き
︑
あ
り
が
た
い
﹂

と
謝
辞
を
述
べ
た
︒

　

青
年
部
会
で
は
︑
今
年
度

中
に
愛
知
県
立
小
牧
工
業
高

等
学
校
自
動
車
科
（
愛
知
県

小
牧
市
）
へ
の
中
型
ト
ラ
ッ

ク
の
寄
贈
を
予
定
し
て
い
る
︒

高
速
道
路
の
大
口
・
多
頻

度
割
引
最
大
50
％
の
継
続

・
恒
久
化
な
ど
を
要
望　

自
民
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・

道
路
調
査
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
４
日
︑
自
由
民
主
党
政

務
調
査
会
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道

路
調
査
会
（
竹
下
亘
会
長
）

に
出
席
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
か
ら
の
最
重
点
要
望
事

項
に
関
す
る
説
明
を
行
っ
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
︑
坂
本
克

己
会
長
と
小
幡
鋹
伸
副
会

長
︑
枡
野
龍
二
理
事
長
が
出

席
し
︑﹁
高
速
道
路
料
金
の

大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50

％
の
継
続
・
恒
久
化
﹂﹁
道

路
の
積
極
的
な
活
用
に
向
け

た
諸
施
策
の
実
現
﹂
に
つ
い

て
要
望
を
実
施
︒
全
ト
協
か

ら
の
説
明
や
国
土
交
通
省
道

路
局
か
ら
の
報
告
を
受
け
︑

出
席
議
員
に
よ
る
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
︒

　

会
の
最
後
に
は
﹁
道
路
予

算
の
確
保
に
か
か
る
決
議
﹂

が
採
択
さ
れ
︑
高
速
道
路
の

大
口
・
多
頻
度
割
引
の
拡
充

措
置
に
つ
い
て
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・

０
を
活
用
し
て
継
続
し
て
い

く
こ
と
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
︒

降
積
雪
期
の
安
全
確
保　

　
　
　
　

 
徹
底
呼
び
か
け

雪
の
シ
ー
ズ
ン
本
格
化
前
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
国
土
交
通
省
自
動
車
局

長
か
ら
通
達
﹁
降
積
雪
期
に

お
け
る
輸
送
の
安
全
確
保
の

徹
底
に
つ
い
て
﹂
が
発
出
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
︑
会
員
事

業
者
に
対
し
雪
道
で
の
安
全

確
保
対
策
の
徹
底
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
︑

気
象
情
報
や
道
路
に
お
け
る

降
雪
状
況
等
を
適
時
に
把
握

し
︑　

①
積
雪
・
凍
結
等
の

気
象
お
よ
び
道
路
状
況
に
よ

り
︑
早
期
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
お
よ
び
タ
イ
ヤ
チ
ェ

ー
ン
を
装
着
す
る
よ
う
徹
底

を
図
る
（
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
へ
交
換
す
る
際
は
︑
ホ

イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
の
誤
組
防

止
︑
締
付
ト
ル
ク
の
管
理
を

確
実
に
行
う
）︑
②
点
呼
時

等
に
お
い
て
︑
運
行
経
路
の

道
路
情
報
︑道
路
規
制
情
報
︑

気
象
情
報
に
基
づ
き
︑
乗
務

員
に
適
切
な
指
示
を
行
う
︑

③
積
雪
・
凍
結
時
に
お
け
る

要
注
意
箇
所
の
把
握
に
努
め

る
︑④
気
象
状
況
が
急
変
し
︑

安
全
運
行
が
確
保
で
き
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
︑
運

行
計
画
の
変
更
等
の
適
切
な

措
置
を
講
ず
る
︑
⑤
乗
務
員

に
対
し
て
︑
ス
リ
ッ
プ
の
要

因
と
な
る
急
発
進
︑急
加
速
︑

急
制
動
︑
急
ハ
ン
ド
ル
を
行

わ
な
い
よ
う
指
導
す
る
と
と

も
に
︑
道
路
状
況
︑
気
象
状

況
に
応
じ
た
安
全
速
度
の
遵

守
︑
車
間
距
離
の
確
保
に
つ

い
て
指
導
を
徹
底
す
る
︱
︱

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
全
ト
協
で
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
特
設

コ
ー
ナ
ー
﹁
雪
道
対
策
に
つ

い
て
﹂
を
設
け
て
お
り
︑
会

員
事
業
者
に
対
し
て
同
ペ
ー

ジ
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

整備実習用トラック寄贈式（12月３日、伊万
里学園敬徳高等学校）

第36回「貨物自動車運送事業安全性評価委
員会」（12月12日、全ト協）

自民党ITS推進・道路調査会で要望事項を
説明する小幡副会長

（
12
月
15
日
〜
12
月
31
日
）

▽
12
月
17
日

・
第
47
回
物
流
政
策
懇
談
会

全
事
業
所
の
約
３
割
が
認
定
事
業
所
に

　

７
３
３
５
事
業
所
を

安
全
性
優
良
事
業
所
に
認
定
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

︻
解
説
︼
行
政
解
釈
に
よ
れ
ば
︑
通

勤
災
害
と
は
︑﹁
通
勤
と
の
相
当
因
果

関
係
が
認
め
ら
れ
る
災
害
︑
す
な
わ

ち
経
験
則
上
通
勤
に
内
在
す
る
と
認

め
ら
れ
る
危
険
の
具
体
化
を
い
う
﹂（
昭

和
53
年
︑
基
収
第
１
１
７
２
号
）
と
さ

れ
て
い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
こ
の
﹁
通
勤

に
内
在
す
る
危
険
性
﹂
に
つ
い
て
は
︑

Ａ�

暴
行
を
誘
発
す
る
よ
う
な

言
動
が
な
く
、一
方
的
な
被

災
で
あ
れ
ば
可
能
性
も

　

先
日
、
従
業
員
の
一
人
が
残
業

で
遅
く
な
っ
た
帰
り
に
、
電
車
の

中
で
酔
っ
払
い
に
絡
ま
れ
、
危
う

く
殴
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
い
い

ま
す
が
、
暮
れ
の
忘
年
会
シ
ー
ズ

ン
で
も
あ
り
、
ま
た
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
ら
な
い
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
も
し
殴
ら
れ
て
け
が
を
し

た
場
合
は
通
勤
災
害
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

 第172回 

電車内で酔っ払いに殴
られけがをした場合、
通勤災害となるか

﹁
単
に
具
体
的
な
通
勤
行
為
（
歩
行
︑

自
動
車
の
運
転
等
）
そ
れ
自
体
に
内

在
す
る
危
険
だ
け
を
い
う
も
の
で
は

な
く
︑
住
居
と
就
業
の
場
所
と
の
間
︑

つ
ま
り
通
勤
経
路
に
内
在
し
︑
通
勤

行
為
に
伴
っ
て
具
体
化
す
る
危
険
も

含
ま
れ
る
﹂（
同
）
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
こ
れ
ま
で
の
認
定
事
例

を
み
て
み
ま
す
と
︑
ご
質
問
に
あ
る

よ
う
な
﹁
酔
っ
払
い
に
絡
ま
れ
て
殴
ら

れ
た
﹂
と
い
う
︑
そ
の
も
の
ず
ば
り
の

ケ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
似
た

よ
う
な
事
例
と
し
て
﹁
通
勤
途
中
の

電
車
内
で
第
三
者
の
一
方
的
な
加
害

行
為
に
よ
り
被
っ
た
災
害
﹂
が
あ
り

ま
す
︒
こ
れ
は
︑
帰
宅
途
中
の
被
災

労
働
者
で
あ
る
女
性
が
︑
夜
８
時
過

ぎ
頃
︑
乗
車
中
の
電
車
の
シ
ー
ト
に

腰
か
け
読
書
し
て
い
た
と
こ
ろ
︑
向

か
い
側
に
い
た
加
害
者
が
話
し
か
け

て
き
て
︑
い
き
な
り
袋
か
ら
包
丁
を

取
り
出
し
︑
胸
な
ど
３
か
所
を
刺
し

死
亡
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
す
︒
認
定

を
行
っ
た
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署

で
は
︑

①
被
災
労
働
者
と
加
害
者
と
は
互
い

に
面
識
は
な
く
︑
私
的
怨
恨
が
あ
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い

②
被
災
労
働
者
は
若
い
女
性
で
︑
加

害
者
の
暴
行
を
誘
発
す
る
よ
う
な
言

動
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ず
︑
一
方

的
に
暴
行
を
受
け
た
も
の
で
あ
る

③
変
質
者
や
精
神
異
常
者
と
思
わ
れ

る
者
の
犯
罪
が
多
発
し
︑
若
い
女
性

が
犠
牲
と
な
る
こ
と
が
多
い
昨
今
の

社
会
情
勢
か
ら
︑
た
だ
単
に
機
会
原

因
的
な
災
害
と
は
い
い
が
た
く
︑
通

勤
経
路
に
内
在
す
る
危
険
が
具
体
化

し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
面
も
あ
る

④
特
に
進
行
中
の
車
内
と
い
う
密
閉

状
態
下
で
︑
そ
の
よ
う
な
者
と
乗
り

合
わ
せ
た
場
合
︑
回
避
す
る
こ
と
は

事
実
上
困
難
と
思
わ
れ
る

　

︱
︱
と
し
て
︑
通
勤
災
害
だ
と
判

断
し
ま
し
た
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
通
勤
途
中
の
第
三

者
の
暴
行
に
よ
る
被
災
に
つ
い
て
は
︑

原
則
と
し
て
①
被
災
者
と
加
害
者
と

の
間
の
私
的
な
怨
恨
関
係
の
有
無
︑

②
被
災
者
の
災
害
を
誘
発
す
る
言
動

の
有
無
︑
③
被
災
場
所
周
辺
の
状
況

︱
︱
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
︒

　

そ
れ
で
は
︑
電
車
内
で
酔
っ
払
い
に

絡
ま
れ
た
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
︒

例
え
ば
︑
足
を
踏
ま
れ
た
︑
肩
が
ぶ

つ
か
っ
た
な
ど
と
し
て
け
ん
か
に
な
っ

て
け
が
を
し
た
場
合
は
︑
い
わ
ば
被

災
者
の
故
意
・
過
失
に
よ
っ
て
生
じ

た
も
の
で
あ
り
通
勤
災
害
に
は
な
り

ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
酔
っ
払
い
に
絡
ま

れ
一
方
的
に
暴
力
を
振
る
わ
れ
た
場

合
は
︑
暮
れ
の
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
な

ど
で
あ
れ
ば
︑﹁
通
勤
経
路
に
内
在
す

る
危
険
が
具
体
化
し
た
﹂
と
も
い
え

そ
う
で
す
︒
解
釈
例
規
上
の
認
定
事

例
に
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
断
定
は
で
き

ま
せ
ん
が
︑﹁
絡
ま
れ
て
逆
に
喧
嘩
を

仕
掛
け
た
﹂
と
か
︑﹁
相
手
の
暴
力
を

誘
発
す
る
よ
う
な
言
動
が
あ
っ
た
﹂

と
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
︑
通
勤
災

害
に
認
定
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
︒

　

国
土
交
通
省
は
12
月
６

日
︑
加
工
食
品
に
続
き
︑
紙

・
パ
ル
プ
（
洋
紙
・
板
紙
分

野
）
の
物
流
の
効
率
化
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

時
間
の
改
善
等
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
懇
談
会
を
設
置

し
︑
初
会
合
を
開
い
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
︑
個
々

の
輸
送
品
目
ご
と
に
抱
え
る

課
題
や
特
性
に
違
い
が
あ
る

が
︑
紙
・
パ
ル
プ
は
昨
年
７

月
に
実
施
し
た
調
査
で
も
荷

待
ち
時
間
の
発
生
件
数
が
多

い
品
目
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か

下
請
取
引
適
正
化

21
万
社
に
要
請

　

経
済
産
業
省
と
公
正
取
引

委
員
会
は
11
月
27
日
︑
経
済

産
業
大
臣
お
よ
び
公
正
取
引

委
員
会
委
員
長
の
連
名
で
︑

親
事
業
者
約
21
万
社
お
よ
び

業
界
団
体
約
１
千
団
体
に
対

し
︑
下
請
取
引
の
適
正
化
を

要
請
し
た
︒

　

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防

止
法
の
遵
守
︑
金
融
繁
忙
期

の
下
請
事
業
者
の
資
金
繰
り

グ
リ
ー
ン
物
流

優
良
表
彰
決
定

　

国
土
交
通
・
経
済
産
業
両

省
は
12
月
７
日
︑
平
成
30
年

度
の
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
優
良
事
業
者
表

彰
受
賞
者
を
決
定
し
た
︒

　

国
土
交
通
大
臣
表
彰
は
︑

日
本
パ
レ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
㈱
︑ 

キ
ユ
ー
ピ
ー
㈱
︑
ラ
イ
オ
ン

㈱
︑
関
光
汽
船
㈱
︑
㈱
キ
ユ

ー
ソ
ー
流
通
シ
ス
テ
ム
︑
ラ

イ
オ
ン
流
通
サ
ー
ビ
ス
㈱
に

よ
る
﹁
異
業
種
３
社
に
よ
る

往
復
共
同
幹
線
輸
送
の
取
組

に
お
け
る
新
た
な
ロ
ジ
ス
テ

へ
の
配
慮
︑
適
切
な
取
引
価

格
の
決
定
︑
消
費
税
の
円
滑

か
つ
適
正
な
転
嫁
の
確
保
等

を
求
め
た
も
の
︒

　

景
気
の
緩
や
か
な
回
復
基

調
が
継
続
す
る
中
︑
中
小
企

業
の
業
況
は
緩
や
か
な
改
善

基
調
の
中
に
も
一
服
感
が
み

ら
れ
︑
原
材
料
価
格
の
上
昇

や
人
手
不
足
へ
の
懸
念
等
︑

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
︑
要

請
し
た
︒

ィ
ク
ス
の
実
現 

～
内
航
フ
ェ

リ
ー
活
用
に
よ
る
海
上
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
～
﹂︒

　

経
済
産
業
大
臣
表
彰
は
︑

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
㈱
︑
武
田

薬
品
工
業
㈱
︑
武
田
テ
バ
フ

ァ
ー
マ
㈱
︑
武
田
テ
バ
薬
品

㈱
︑
三
菱
倉
庫
㈱
︑ 

旭
運
輸

㈱
に
よ
る
﹁
医
療
用
医
薬
品

安
定
供
給
体
制
の
拡
充
を
目

的
と
し
た
４
社
に
よ
る
北
海

道
共
同
物
流
セ
ン
タ
ー
開

設
﹂︒

　

表
彰
式
は
12
月
11
日
に
東

京
で
開
か
れ
た
平
成
30
年
度

﹁
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
会
議
﹂で
行
わ
れ
た
︒

ら
︑ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
︑

発
着
荷
主
等
の
関
係
者
が
連

携
し
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
の
検
討
を
行
う
こ
と

に
し
た
も
の
︒

　

問
題
点
と
し
て
︑
荷
卸
し

時
の
長
時
間
待
機
︑
需
要
変

動
へ
の
対
応
︑
運
転
者
の
高

齢
化
・
人
手
不
足
︑
積
載
率

向
上
の
困
難
さ
︱
︱
な
ど
が

指
摘
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
12
月
13
日
に
は
︑

﹁
紙
・
パ
ル
プ
（
家
庭
紙
分

野
）
の
物
流
に
お
け
る
生
産

性
向
上
及
び
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
時
間
改
善
に

関
す
る
懇
談
会
﹂
の
初
会
合

が
開
催
さ
れ
た
︒

�

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
本
格

導
入
時
の
要
件
案
を
公
表

免
許
保
有
・
業
務
経
験

３
年
以
上
に

　

国
土
交
通
省
は
11
月
30

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会
基
本
政
策
部
会

第
17
回
物
流
小
委
員
会
を
開

催
し
た
︒

　

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の

本
格
導
入
に
際
し
て
の
要
件

案
に
つ
い
て
は
︑
実
験
結
果

を
踏
ま
え
︑
安
全
な
通
行
等

の
観
点
か
ら
必
要
な
条
件
を

付
し
た
上
で
︑
特
殊
車
両
通

行
許
可
に
関
す
る
長
さ
の
上

限
を
21
㍍
か
ら
25
㍍
に
緩
和

す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
た
︒

本
格
導
入
時
の
区
間
と
し
て

は
︑
新
東
名
区
間
（
海
老
名

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹇
Ｊ
Ｃ
Ｔ
﹈

～
豊
田
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
）
が
50

％
以
上
と
な
る
経
路
と
な
る

ほ
か
︑
運
転
手
の
要
件
で
は

け
ん
引
免
許
取
得
の
実
技
に

必
要
な
時
間
数
相
当
（
12
時

間
）
の
訓
練
実
績
と
３
年
間

無
事
故
・
無
違
反
で
あ
る
優

良
な
運
転
手
に
限
定
し
た
上

で
︑
免
許
経
験
︑
業
務
経
験

の
必
要
年
数
を
︑
実
証
実
験

時
の
﹁
５
年
以
上
﹂
か
ら
﹁
３

年
以
上
﹂
と
２
年
縮
小
す

る
︒

　

ま
も
な
く
関
係
通
達
の
改

正
案
を
公
表
し
︑
意
見
公
募

の
手
続
き
を
経
た
上
で
︑
来

年
１
月
か
ら
特
殊
車
両
通
行

許
可
基
準
が
緩
和
さ
れ
る
方

針
で
あ
る
︒

�

自
治
体
に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

支
援
物
資
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
で

　

国
土
交
通
省
は
12
月
６

日
︑
大
規
模
災
害
時
に
︑
避

難
所
（
被
災
者
）
へ
の
円
滑

な
支
援
物
資
輸
送
の
実
現
に

向
け
︑
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
に
お

け
る
支
援
物
資
輸
送
の
課
題

や
対
応
策
に
つ
い
て
の
検
討

会
を
設
置
し
︑
初
会
合
を
開

い
た
︒

　

過
去
の
大
規
模
災
害
で
︑

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
輸
送
の
混
乱

等
︑
課
題
が
顕
在
化
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
︑
そ
の
課
題
や

対
応
策
を
整
理
し
︑
地
方
公

共
団
体
向
け
に
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
す
る
︒

　
﹁
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
に
お
け
る

支
援
物
資
輸
送
・
拠
点
開
設

経 産 省
公 取 委

経 産 省

・
運
営
等
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂

（
仮
称
）
は
︑
今
年
度
末
を

目
途
に
公
表
す
る
︒

�

ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
車

標
準
的
仕
様
原
案
を
議
論

　

国
土
交
通
省
は
12
月
４

日
︑
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ

ナ
車
両
の
全
国
的
な
普
及
に

向
け
︑
相
互
利
用
を
可
能
と

す
る
標
準
的
な
仕
様
原
案
を

議
論
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
エ
ア
サ

ス
に
よ
り
︑
車
体
を
上
下
す

る
こ
と
で
荷
台
を
自
立
さ

せ
︑
水
平
脱
着
さ
せ
る
方
式

で
︑
車
体
と
荷
台
の
締
結
に

は
︑
ツ
イ
ス
ト
ロ
ッ
ク
を
用
い

る
︒

　

荷
台
に
は
︑
安
全
に
自
立

す
る
た
め
の
折
り
た
た
み
可

能
な
支
持
脚
を
３
対
装
備
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
︒

　

車
両
諸
元
は
︑
道
路
法
車

両
制
限
令
の
一
般
制
限
値
の

範
囲
内
で
︑
車
体
上
面
地
上

高
は
最
下
位
９
５
５
㍉
㍍
以

下
︑
最
上
位
１
０
７
５
㍉
㍍

以
上
︒
エ
ア
サ
ス
の
ス
ト
ロ

ー
ク
幅
は
１
２
０
㍉
㍍
以
上

と
さ
れ
た
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
今
年
度

中
に
標
準
的
な
仕
様
の
ほ

か
︑
効
率
的
な
管
理
︑
運
用

方
法
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
を
目
指
し
て
い
る
︒

�

﹁
放
射
性
物
質
安
全
輸
送

講
習
会
﹂
を
開
催

札
幌
・
横
浜
・
大
阪
で

　

国
土
交
通
省
は
︑
来
年
１

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
︑
平

成
30
年
度
﹁
放
射
性
物
質
安

全
輸
送
講
習
会
﹂
を
開
催
す

る
︒

　

同
講
習
会
は
︑
放
射
性
物

質
輸
送
関
係
者
を
対
象
に
︑

放
射
性
物
質
の
安
全
な
輸
送

に
関
す
る
規
則
等
の
正
し
い

理
解
と
︑
輸
送
時
に
お
け
る

安
全
性
の
向
上
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
︒
①
基

礎
コ
ー
ス
（
１
月
８
日
㈫
︑

関
東
運
輸
局
）︑
②
Ｒ
Ｉ
輸

送
コ
ー
ス
（
２
月
７
日
㈭
︑

関
東
運
輸
局
）︑
③
基
礎
コ

ー
ス
（
２
月
15
日
㈮
︑
北
海

道
運
輸
局
）︑
④
核
燃
料
輸

送
コ
ー
ス
（
３
月
１
日
㈮
︑

近
畿
運
輸
局
）
︱
︱
の
計
４

回
が
予
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

申
し
込
み
は
︑
国
交
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
平
成
30
年
度

放
射
性
物
質
安
全
輸
送
講
習

会
の
開
催
﹂
内
の
受
付
Ｕ
Ｒ

Ｌ
か
ら
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
を
入
力
し
て
応
募
︒

申
込
期
間
・
定
員
等
の
詳
細

は
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
︒

�

改
正
省
エ
ネ
法
が
施
行

荷
主
の
定
義
を
見
直
し

着
荷
主
を
「
準
荷
主
」
と

位
置
付
け

　

第
１
９
６
回
通
常
国
会
で

成
立
し
た
﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
﹂（
改
正
省
エ
ネ
法
）
が

12
月
１
日
︑
施
行
さ
れ
た
︒

　

産
業
部
門
・
業
務
部
門
・

運
輸
部
門
の
更
な
る
省
エ
ネ

を
促
進
す
る
た
め
︑
複
数
事

業
者
が
連
携
す
る
省
エ
ネ
取

組
を
認
定
し
︑
取
り
組
ん
だ

各
事
業
者
が
適
切
に
評
価
さ

２
年
で
６
％
減
る

中
小
企
業
な
ど
の
数

　

中
小
企
業
庁
は
11
月
30

日
︑
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ

ス
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
︑
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
数

の
集
計
結
果
を
取
り
ま
と

め
︑
発
表
し
た
︒

れ
る
制
度
を
創
設
し
た
ほ
か
︑

﹁
荷
主
﹂の
定
義
を
見
直
し
︑

契
約
等
で
貨
物
の
輸
送
方
法

を
決
定
す
る
事
業
者
を
荷
主

と
す
る
こ
と
で
︑
ネ
ッ
ト
小

売
事
業
者
を
法
律
の
規
制
対

象
と
し
て
確
実
に
位
置
づ
け

る
︒

　

ま
た
︑
到
着
日
時
等
を
適

切
に
指
示
す
る
こ
と
の
で
き

る
貨
物
の
荷
受
側
を
﹁
準
荷

主
﹂
と
位
置
づ
け
︑
省
エ
ネ

へ
の
協
力
を
求
め
る
︒

　

そ
れ
に
伴
い
︑
12
月
１
日

に
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が

﹁
準
荷
主
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

を
作
成
し
︑
公
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
数

は
︑
２
０
１
６
年
６
月
時
点

で
３
５
７
・
８
万
者
と
な
り
︑

２
０
１
４
年
と
比
較
す
る
と

23
・
１
万
者
︑
６
・
１
％
減

少
し
て
い
る
︒

　

大
企
業
の
数
は
︑
同
時
点

で
同
０
・
４
％
増
の
１
万
１

１
５
７
者
と
な
っ
た
︒

�

平
成
31
年
１
月
２
日
～
３

日
に
渋
滞
が
多
発

年
末
年
始
期
間
の
高
速
道
路

　
　
　
　

に
お
け
る
渋
滞
予
測

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本

高
速
道
路
㈱
︑
本
州
四
国
連

絡
高
速
道
路
㈱
と
（
公
財
）

日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ

ー
は
11
月
27
日
︑
年
末
年
始

期
間
（
12
月
28
日
㈮
～
平
成

31
年
１
月
６
日
㈰
の
10
日
間
）

の
高
速
道
路
に
お
け
る
渋
滞

予
測
を
ま
と
め
た
︒

　

同
期
間
に
お
け
る
10
㌔
㍍

以
上
の
渋
滞
予
測
回
数
は
図

の
通
り
で
︑
特
に
31
年
１
月

２
日
㈬
～
３
日
㈭
に
か
け
て

渋
滞
が
多
発
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
︒
な
か
で
も
︑
東

北
自
動
車
道
上
り
線
で
は
１

月
２
日
17
時
頃
に
久
喜
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
で
︑
ま

た
東
名
高
速
道
路
上
り
線
で

は
同
日
14
時
頃
に
大
和
ト
ン

ネ
ル
付
近
で
︑
そ
れ
ぞ
れ
40

㌔
㍍
の
渋
滞
が
予
測
さ
れ
て

い
る
︒

　

高
速
道
路
各
社
で
は
︑
同

時
期
に
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る

高
速
道
路
を
運
行
す
る
運
送

事
業
者
に
対
し
て
︑
最
新
の

道
路
交
通
情
報
の
確
認
・
活

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

「
補
完
融
資
」「
激
甚
災
害

融
資
」
推
薦
申
込
の　
　

　

 　
　
追
加
公
募
を
実
施

平
成
30
年
度

中
央
近
代
化
基
金

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
平
成
31
年
１
月
４
日
か

ら
１
月
31
日
ま
で
︑
平
成
30

年
度
中
央
近
代
化
基
金
﹁
補

完
融
資
﹂﹁
激
甚
災
害
融
資

（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
等
・

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
）﹂

の
追
加
公
募
を
実
施
す
る

︵
表
︶︒

　

公
募
推
薦
総
枠
は
︑
補
完

融
資
20
億
円
︑
激
甚
災
害
融

資
３
億
円
︒
申
し
込
み
に
必

要
な
書
類
や
融
資
条
件
の
詳

細
等
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
公
募

要
綱
を
参
照
の
こ
と
︒
問
い

合
わ
せ
は
︑
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
ま
た
は
全
ト
協

経
営
改
善
事
業
部
（
☎
03
・

３
３
５
４
・
１
０
５
６
）
へ
︒

31
年
引
越
繁
忙
期
対
策　

　
実
施
事
項
な
ど
を
承
認

第
46
回
引
越
部
会

　

第
46
回
引
越
部
会
（
松
橋

謙
一
部
会
長
）が
12
月
13
日
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館

に
て
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
題
と
し
て
︑
①
平
成
31

年
引
越
繁
忙
期
対
策
実
施
事

項
（
案
）︑
②
引
越
部
会
部

会
員
名
簿
の
更
新
︑
③
引
越

安
心
マ
ー
ク
の
消
費
者
向
け

周
知
活
動
︱
︱
を
審
議
し
︑

原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

31
年
引
越
繁
忙
期
対
策
実

施
事
項
と
し
て
は
︑
引
越
繁

忙
期
に
お
け
る
計
画
的
な
車

両
・
人
員
の
確
保
を
要
請
す

る
ほ
か
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
３
～
４
月
の
引
越

繁
忙
期
に
お
け
る
混
雑
状
況

を
掲
載
︒
ま
た
︑﹁
分
散
引

越
に
ご
協
力
を
！
﹂
チ
ラ
シ

の
作
成
・
配
布
や
︑
関
係
団

体
等
へ
の
協
力
依
頼
な
ど
を

実
施
す
る
︒

　

ま
た
︑
引
越
安
心
マ
ー
ク

の
消
費
者
向
け
周
知
活
動
で

は
︑
30
年
度
に
実
施
し
た
内

容
を
報
告
し
た
ほ
か
︑
31
年

度
実
施
計
画
と
し
て
︑
引
越

優
良
事
業
者
や
各
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
よ
る
引
越
安
心
マ
ー

ク
の
積
極
的
Ｐ
Ｒ
促
進
を
図

る
た
め
︑
全
国
共
通
様
式
の

引
越
安
心
マ
ー
ク
の
ぼ
り
を

新
た
に
制
作
す
る
︒

　

休
憩
を
は
さ
み
︑
研
修
会

で
は
日
通
ハ
ー
ト
フ
ル
㈱
の

増
山
ち
と
せ
氏
が
︑﹁
感
情

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
～
怒
り
と

ど
う
向
き
合
う
か
～
﹂
と
題

し
た
講
演
を
行
っ
た
︒

表　公募概要

制度名 補完融資 激甚災害融資

公募推薦総枠 20 億円 3億円

公募期間 平成31年1月４日（金）～平成31年1月31日（木）

推薦対象者

都道府県ト協に加入している貨物自動車運送事業
者、その共同体及びその持株会社（傘下の貨物自動
車運送事業者に係る資金調達を行う者に限る）であ
って、㈱商工組合中央金庫およびその代理店との取
引資格があるもの（予定を含む）

対象事業

・トラックターミナル・
配送センター等の物流
施設の整備に要する資
金

・福利厚生施設の整備に
要する資金

・荷役機械購入に要する
資金（車両購入および
改造は除く）

・政府により激甚災害指
定を受けた「平成 30
年 5 月 20 日から 7 月
10日までの間の豪雨及
び暴風雨」「平成 30 年
北海道胆振東部地震」
の両災害により被災し
た事業者の経営安定の
確保を目的とした事業
の再建、または正常な
操業の維持に必要な設
備資金（対象となる設
備は物流施設、車両等）
および運転資金

融資推薦限度

事業規模が 1億円以上の
大規模プロジェクトで、
平成 30 年度以降の投資
額の 30%以内で未払金の
範囲内
推薦の上限金額は 5億円
とし、投資額の 30%を乗
じた額が 5千万円未満の
場合の推薦は 5千万円と
する

5千万円

利子補給率 年 0.3%

推薦適否決定
通知予定日 平成 31年 2月 22日（金）

紙
・
パ
ル
プ
の
長
時
間
労
働
改
善

国
交
省
が
懇
談
会

第1回「紙・パルプ（洋紙・板紙分野）の物流に
おける生産性向上及びトラックドライバーの労
働時間改善に関する懇談会」（12月6日）

第46回引越部会（12月13日、全ト協ホール）

図 年末年始期間の渋滞予測回数
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１
月	

23
日 

▽ 

東
京
都
千
代
田
区
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
で
平
成
30
年
﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
新
年
賀
詞
交
歓
会
﹂
を
開
催
（
写
真
①
）

２
月	

８
日 

▽ 

前
日
に
発
生
し
た
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
未
装
着
車
の
雪
道
で
の
立
ち
往
生
を
受
け
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
大
型

車
等
へ
の
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
装
着
呼
び
か
け

	

15
日 

▽ 

坂
本
克
己
会
長
︑
総
理
大
臣
官
邸
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
﹁
生
産
性
向
上
国
民
運
動
推
進
協
議
会
﹂
に
出
席
︒
長
時
間
労

働
改
善
の
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
発
表
（
写
真
④
）

	
22
日 

▽ 

青
年
部
会
（
山
本
明
徹
部
会
長
）︑
東
京
都
新
宿
区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
平
成
29
年
度
全
国
大
会
を
開
催

３
月	

７
日 
▽ 
全
ト
協
・
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
元
会
長
の
中
西
英
一
郎
氏（
日
本
ロ
ジ
テ
ム
㈱
会
長
︑全
ト
協
名
誉
会
長
・
東
ト
協
顧
問
）

が
逝
去
（
享
年
89
）

	

８
日 

▽ 

第
１
７
４
回
理
事
会
︑第
12
回
﹁
全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関
本
部
長
会
議
﹂
を
開
催
︒
理
事
会
で
は
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改
革
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
な
ど
承
認

	
 

▽ 

脳
・
心
臓
疾
患
に
よ
る
過
労
死
等
の
発
症
を
５
年
後
ま
で
に
20
％
削
減
す
る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
た
﹁
過
労
死
等
防

止
計
画
﹂
を
策
定

	

30
日 

▽ 

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改
革
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂を
石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
に
提
出（
写
真
⑤
）

４
月	

１
日 

▽ 

（
公
財
）
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
吸
収
合
併
し
︑
事
務
局
組
織
﹁
施
設
事
業
部
﹂
を
新
た
に
設
置

	

17
日 

▽ 

平
成
30
年
度
﹁
新
規
採
用
職
員
研
修
﹂
を
実
施
（
〜
20
日
）

５
月	

１
日 

▽ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
が
消
費
者
庁
の
平
成
30
年
度
﹁
ベ
ス
ト
消
費
者
サ
ポ
ー
タ
ー
章
﹂
を
受
章

	

14
日 

▽ 

東
京
都
千
代
田
区
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
で
﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
創
立
70
周
年
記
念
式
典
﹂
を
開
催
（
写
真
⑥
）

	

23
日 

▽ 

第
49
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
各
部
門
優
勝
者
が
坂
本
克
己
会
長
と
と
も
に
内
閣
総
理
大
臣

官
邸
へ
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
を
表
敬
訪
問
（
写
真
⑦
）

６
月	

４
日 

▽ 

東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
故
中
西
英
一
郎
氏
（
全
ト
協
・
東
ト
協
元
会
長
）
の
﹁
お
別
れ
の
会
﹂

開
催

 
 

▽  

東
神
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

	

６
日 

▽ 

荷
主
に
対
し
て
適
正
運
賃
・
料
金
収
受
の
理
解
を
求
め
る
広
告
を
荷
主
向
け
業
界
専
門
新
聞
16
紙
に
掲
載
（
〜
18
日
）

	

７
日 

▽ 

第
１
７
５
回
理
事
会
を
開
催

	

11
日 

▽ 

冊
子
﹃
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
過
労
死
等
防
止
計
画
﹄
を
作
成
・
公
表

	

12
日 

▽ 

中
国
交
通
運
輸
部
の
研
修
生
６
人
が
全
ト
協
を
訪
問
︑
懇
談
会
を
開
催

 
 

▽  

岩
手
県
で
の
開
催
を
皮
切
り
に
全
国
の
都
道
府
県
ト
協
単
位
で
﹁
過
労
死
等
防
止
・
健
康
起
因
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を

開
催

	

13
日 

▽ 

青
年
部
会
長
に
結
城
賢
進
氏
が
就
任

	

28
日 

▽ 

第
１
７
６
回
理
事
会
・
第
94
回
通
常
総
会
を
開
催
︒
新
副
会
長
に
浅
井
隆
東
ト
協
会
長
が
就
任

７
月	

１
日 

▽ 

安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
認
定
制
度
Ｐ
Ｒ
の
た
め
︑
認
知
度
ア
ン
ケ
ー
ト
﹁
Ｇ
マ
ー
ク
っ
て
な
に
？
﹂
お
よ
び
東

名
高
速
道
路
・
海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
上
り
）
で
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
︑
テ
ー
ブ
ル
へ
の
Ｐ
Ｒ
ス
テ
ッ
カ
ー

貼
付
︑﹁
Ｇ
マ
ー
ク
・
引
越
安
心
マ
ー
ク
﹂
ポ
ス
タ
ー
の
貼
付
を
実
施
（
〜
８
月
31
日
）

	

９
日 

▽ 

﹁
平
成
30
年
７
月
豪
雨
﹂
に
伴
い
︑
国
土
交
通
省
か
ら
の
緊
急
物
資
輸
送
要
請
を
受
け
﹁
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
対
策

本
部
﹂
を
設
置
︑
緊
急
物
資
輸
送
を
実
施
（
写
真
⑧
）

	

12
日 

▽ 

第
２
１
９
回
常
任
理
事
会
・
第
１
７
７
回
理
事
会
合
同
会
議
を
開
催

 
 

▽ 

﹁
働
き
方
改
革
対
応
検
討
本
部
﹂
を
設
置

１
月	

11
日 

▽ 

国
土
交
通
省
︑
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
と
の
共
催
で
︑
首
都
直
下
地
震
を
想
定
し
て
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
物
資
輸
送

訓
練
を
実
施
︵
写
真
②
︶

	

23
日 

▽ 

国
交
省
・
経
済
産
業
省
と
国
内
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
４
社
に
よ
る
高
速
道
路
上
で
の
隊
列
走
行
実
証
実
験
を
新
東

名
高
速
道
路
（
〜
25
日
）︑
北
関
東
自
動
車
道
（
31
日
〜
２
月
１
日
）
で
実
施
︵
写
真
③
︶

	

31
日 

▽ 

国
交
省
︑標
準
引
越
運
送
約
款
・
標
準
貨
物
軽
自
動
車
引
越
運
送
約
款
・
標
準
貨
物
自
動
車
利
用
運
送
（
引
越
）

約
款
の
一
部
改
正
を
公
布
（
６
月
１
日
施
行
）

 
 

▽ 

国
交
省
・
経
産
省
︑﹁
強
い
物
流
﹂
実
現
の
た
め
の
﹁
99
の
施
策
﹂
を
掲
げ
る
新
た
な
﹁
総
合
物
流
施
策
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
﹂
を
決
定

 
 

▽ 

国
交
省
︑
宅
配
便
再
配
達
率
の
継
続
的
調
査
開
始
を
発
表

２
月	

２
日 

▽ 

政
府
︑
道
路
法
等
改
正
案
を
閣
議
決
定
し
国
会
に
提
出

	

16
日 

▽ 

国
交
省
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
に
対
し
通
達
﹁
事
業
用
自
動
車
の
事
故
防
止
の
徹
底
に
つ
い
て
﹂
を
発
出

	
	

▽ 

政
府
︑﹁
中
小
サ
ー
ビ
ス
等
生
産
性
戦
略
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
﹂
を
発
足

	

19
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
６
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討
会
﹂（
座
長
・
藤
井
聡
京
都
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
教
授
）
開
催

	

20
日 

▽ 

国
交
省
︑
改
正
物
流
総
合
効
率
化
法
に
基
づ
き
︑
宮
崎
交
通
㈱
・
日
本
郵
便
㈱
・
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
の
３
者
が
共

同
で
実
施
す
る
バ
ス
の
貨
客
混
載
・
共
同
輸
送
を
初
認
定

	
	

▽ 

政
府
︑総
理
大
臣
官
邸
で
第
３
回
﹁
自
動
車
運
送
事
業
の
﹃
働
き
方
改
革
﹄
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
﹂（
議

長
・
野
上
浩
太
郎
内
閣
官
房
副
長
官
）
を
開
催

	
	

▽ 

警
察
庁
︑各
都
道
府
県
警
察
宛
て
に
通
達﹁
貨
物
集
配
中
の
車
両
に
係
る
駐
車
規
制
の
見
直
し
の
推
進
に
つ
い
て
﹂

を
発
出

	

22
日 

▽ 

国
交
省
・
厚
生
労
働
省
︑
第
８
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央
協
議
会
及
び
第

７
回
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会
﹂
合
同
会
議
を
開
催

	

26
日 

▽ 

国
交
省
︑﹁
冬
期
道
路
交
通
確
保
対
策
検
討
委
員
会
﹂（
委
員
長
・
石
田
東
生
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
を
設
置
︑

初
会
合

３
月	

14
日 

▽ 

国
交
省
︑全
ト
協
と
共
同
で
設
置
し
た﹁
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
等
が
運
転
し
や
す
い
ト
ラ
ッ
ク
の
あ
り
方
検
討
会
﹂（
座

長
・
鎌
田
実
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
人
間
環
境
学
専
攻
教
授
）
を
設
置
︑
初
会
合

	

19
日 

▽ 

厚
労
省
︑﹁
第
13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
﹂
公
表

	

22
日 

▽ 

国
交
省
︑﹁
自
動
運
転
戦
略
本
部
﹂（
本
部
長
・
石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
）
を
開
催

23
・
24
日 

▽ 

国
交
省
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車
を
対
象
に
高
速
道
路
か
ら
の
一
時
退
出
を
可
能
と
す
る
﹁
賢
い
料
金
﹂
を
全
国

17
か
所
で
追
加
実
施

	

27
日 

▽ 

国
交
省
︑
平
成
30
年
度
の
注
目
施
策
を
取
り
ま
と
め
た
﹁
国
土
交
通
フ
ォ
ー
カ
ス
２
０
１
８
﹂
公
表

	

30
日 

▽ 

国
会
で
﹁
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
﹂
成
立
︒﹁
重
要
物
流
道
路
制
度
﹂
導
入
へ

 
 

▽ 

国
交
省
︑
自
動
車
局
安
全
政
策
課
長
・
貨
物
課
長
・
整
備
課
長
連
名
で
通
達
﹁﹃
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安

全
規
則
の
解
釈
及
び
運
用
に
つ
い
て
﹄
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
﹂
を
発
出
・
施
行

４
月	

１
日 

▽  

建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
事
業
者
が
保
有
す
る
営
業
用
大
型
ダ
ン
プ
車
の
う
ち
︑
主
と
し
て
建
設
業
の
用

途
に
使
用
す
る
車
両
の
自
動
車
検
査
証
の
備
考
欄
に
﹁（
建
）﹂
表
記
が
追
加

 
 

▽ 

保
有
台
数
２
０
０
両
以
上
の
事
業
者
が
安
全
管
理
規
程
等
の
義
務
付
け
対
象
と
す
る
﹁
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

運
輸
規
則
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
﹂
施
行

	

11
日 

▽  

国
交
省
︑
全
ト
協
に
対
し
﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
た
め
の
緊
急
対
策
﹂
の
取
り
組
み
実
施
を
要
請

 
 

▽ 

国
交
省
︑
液
体
物
漏
洩
防
止
の
た
め
﹁
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
陸
上
に
お
け
る
安
全
輸
送
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
一
部

改
訂

	
20
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
は
万
能
で
は
な
い
﹂
と
す
る
啓
発
ビ
デ
オ
を
制
作
・
公
開

 
 

▽ 
経
産
省
︑
２
０
１
８
年
版
﹁
中
小
企
業
白
書
﹂﹁
小
規
模
企
業
白
書
﹂
を
ま
と
め
︑
閣
議
決
定

５
月	

９
日 

▽  
国
交
省
︑
第
７
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討
会
﹂
を
開
催

	

16
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
冬
期
道
路
交
通
確
保
対
策
検
討
委
員
会
﹂
が
ま
と
め
た
大
雪
時
の
道
路
交
通
確
保
対
策
の
提
言
を

公
表

①

②③⑥⑦⑧

④⑤

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
主
な
活
動

運
輸
関
係
行
政
等
の
主
な
動
向

この１年 （肩書は当時）

回
顧

（2018年）
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26
日 

▽ 

坂
本
克
己
会
長
・
宮
地
高
照
鉄
骨
・
橋
梁
部
会
部
会
長
の
連
名
で
﹁
制
限
外
積
載
許
可
に
お
け
る
許
可
期
間
の
延
長
に
関

す
る
要
望
書
﹂
を
警
察
庁
交
通
局
の
今
村
剛
交
通
規
制
課
長
宛
に
提
出

８
月	

２
日 

▽ 

坂
本
克
己
会
長
が
﹁
平
成
30
年
７
月
豪
雨
﹂
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
広
島
・
岡
山
・
愛
媛
３
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会

を
訪
問
し
見
舞
金
を
贈
呈
（
写
真
⑨
）

	

17
日 

▽ 

平
成
30
年
度
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
を
発
表
︒
２
作
品
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に

	

31
日 

▽ 

坂
本
克
己
会
長
・
桝
野
龍
二
理
事
長
が
自
由
民
主
党
自
動
車
議
員
連
盟
（
額
賀
福
志
郎
会
長
）
の
役
員
自
動
車
政
策
懇
談

会
に
出
席
︒
全
ト
協
を
は
じ
め
と
し
た
自
動
車
関
係
16
団
体
が
自
動
車
関
係
諸
税
の
負
担
軽
減
・
簡
素
化
に
関
し
て
要
望

を
実
施

９
月	
７
日 

▽ 

﹁
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
﹂
の
発
生
を
受
け
︑
政
府
と
連
携
し
て
緊
急
支
援
物
資
の
プ
ッ
シ
ュ
型
輸
送
を
実
施

	

12
日 
▽ 

女
性
部
会
（
原
玲
子
部
会
長
）
が
全
国
研
修
会
を
初
開
催
（
写
真
⑩
）

	

19
日 
▽ 
﹁
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
﹂
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
見
舞
金
を
贈
呈
（
写

真
⑪
）

	

25
日 

▽ 

農
林
水
産
省
か
ら
﹁
平
成
30
年
７
月
豪
雨
﹂
に
お
け
る
被
災
地
へ
の
救
援
物
資
等
の
緊
急
輸
送
に
協
力
し
た
功
績
に
対
す

る
感
謝
状
を
受
領

10
月	

１
日 

▽ 

適
正
化
事
業
実
施
機
関
に
よ
る
巡
回
指
導
に
お
い
て
︑
①
総
合
評
価
が
著
し
く
悪
い
事
業
者
︑
②
新
規
参
入
後
の
総
合
評

価
が
継
続
し
て
悪
い
事
業
者
︑
③
健
康
診
断
受
診
や
社
会
保
険
加
入
等
の
基
本
項
目
が
継
続
し
て
不
適
切
で
あ
る
事
業
者

︱
︱
に
対
す
る
重
点
的
監
査
の
実
施
が
ス
タ
ー
ト

	

９
日 

▽
香
川
県
綾
川
町
滝
宮
財
産
区
所
有
林
で
第
16
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
﹂
植
樹
式
を
開
催
（
写
真
⑫
）

	

10
日 

▽ 

香
川
県
高
松
市
の
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
と
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松
で
第
23
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

大
会
﹂
を
開
催

	

16
日 

▽ 

﹁
日
常
点
検
﹂
お
よ
び
﹁
雪
道
対
策
﹂
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

	

27
日 

▽ 

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運
転
中
央
研
修
所
（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）
で
第
50
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
開
催
（
〜
28
日
）︒
29
日
に
は
東
京
都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
表
彰
式
を
催
し
︑
内
閣
総
理
大

臣
賞
に
樋
口
和
孝
さ
ん
（
日
本
通
運
㈱
北
陸
警
送
支
店
富
山
警
送
事
業
所
）（
写
真
⑬
）

	

31
日 

▽ 

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会
（
北
側
一
雄
会
長
）
に
対
し
︑
平
成
31
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
か
ら
の
最
重
点
要
望
事
項
を
説
明
（
写
真
⑭
）

11
月	

３
日 

▽ 

平
成
30
年
秋
の
叙
勲
で
星
野
良
三
全
ト
協
前
会
長
が
旭
日
重
光
章
を
受
章
︒
ま
た
︑
須
藤
弘
三
副
会
長
が
旭
日
小
綬
章
を

受
章

	

９
日 

▽ 

自
民
党
﹁
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
（
運
送
・
自
動
車
関
係
）﹂
に
出
席
︑
平
成
31
年
度
税
制
改
正
・
予
算

に
関
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
最
重
点
要
望
事
項
を
説
明

	

20
日 

▽ 

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
（
細
田
博
之
会
長
）
総
会
で
︑
平
成
31
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
か
ら
の
最
重
点
要
望
事
項
な
ど
を
説
明

 
 

▽ 

坂
本
克
己
会
長
︑
小
幡
鋹
伸
副
会
長
︑
田
中
亨
副
会
長
が
国
交
省
池
田
豊
人
道
路
局
長
を
訪
問
し
︑﹁
平
成
31
年
度
税
制

改
正
・
予
算
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
手
渡
す
（
写
真
⑮
）

12
月	

３
日 

▽ 

青
年
部
会
︑
伊
万
里
学
園
敬
徳
高
等
学
校
（
佐
賀
県
伊
万
里
市
）
に
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈
（
写
真
⑯
）

	

６
日 

▽ 

第
１
７
８
回
理
事
会
を
開
催

	

13
日 

▽ 

２
０
１
８
年
度
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
と
し
て
︑
７
３
３
５
事
業
所
を
認
定
︑
総
認
定
事
業
者
数
は
２
万
５
３

４
３
事
業
所
に

	

17
日 

▽ 

２
０
１
８
年
度
引
越
優
良
認
定
事
業
者
と
し
て
︑
68
事
業
者
（
１
４
３
事
業
所
）
を
認
定
︒
総
認
定
事
業
者
数
は
３
２
３

事
業
者
（
１
８
３
７
事
業
所
）
に

	

30
日 

▽  

政
府
︑
第
４
回
﹁
自
動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
﹂（
議
長
・
野
上
浩
太
郎
内

閣
官
房
副
長
官
）
を
開
催
し
︑﹁
自
動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
た
政
府
行
動
計
画
〜
﹃
運

び
方
改
革
﹄
と
安
全
・
安
心
・
安
定
（
３
Ａ
）
の
職
業
運
転
者
の
実
現
〜
﹂
を
策
定

６
月	

１
日 

▽  

標
準
引
越
運
送
約
款
・
標
準
貨
物
軽
自
動
車
引
越
運
送
約
款
・
標
準
貨
物
自
動
車
利
用
運
送
（
引
越
）
約
款
の

一
部
改
正
を
施
行

 
 

▽  

国
交
省
︑
睡
眠
不
足
の
事
故
防
止
へ
︑
睡
眠
不
足
の
乗
務
員
を
乗
務
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
等
を
明
確
化
し
︑

点
呼
簿
の
記
録
事
項
と
し
て
睡
眠
不
足
の
状
況
を
追
加
し
た
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
﹂
等
を

改
正
︑
併
せ
て
﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
が
運
転
者
に
対
し
て
行
う
指
導
及
び
監
督
の
指
針
﹂（
告
示
）
を
改
正

・
実
施
︒
そ
れ
に
伴
い
﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
が
運
転
者
に
対
し
て
行
う
一
般
的
な
指
導
及
び
監
督
の
実
施
マ
ニ

ュ
ア
ル
﹂
を
改
訂

 
 

▽  

厚
労
省
︑﹁
交
通
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
の
改
正
に
つ
い
て
︑
全
ト
協
に
対
し
労
働
基
準
局

長
名
で
通
達
を
発
出

	

７
日 

▽  

警
察
庁
︑﹁
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
状
況
﹂
を
発
表
︒
準
中
型
免
許
人
口
（
新
規
取
得
・
限
定
解
除
者
数
）
約

４
万
人
に

	

８
日 

▽  

国
交
省
︑
全
ト
協
な
ど
自
動
車
運
送
事
業
者
団
体
に
対
し
︑
健
康
起
因
事
故
の
防
止
に
向
け
た
健
康
管
理
の
実

施
に
関
す
る
通
達
を
発
出

	

11
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
自
動
車
運
送
事
業
の
ホ
ワ
イ
ト
経
営
の
﹃
見
え
る
化
﹄
検
討
会
﹂（
座
長
・
野
尻
俊
明
流
通
経
済
大

学
学
長
）
を
設
置
︑
初
会
合

	

15
日 

▽  

政
府
︑﹁
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
８
﹂（
成
長
戦
略
）
と
﹁
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
８
﹂（
骨

太
の
方
針
）
を
閣
議
決
定

	

29
日 

▽  

﹁
働
き
方
改
革
﹂
関
連
法
案
が
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立

 
 

▽  

国
交
省
︑﹁
加
工
食
品
物
流
に
お
け
る
生
産
性
向
上
及
び
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
改
善
に
関
す
る
懇

談
会
﹂（
座
長
・
矢
野
裕
児
流
通
経
済
大
学
教
授
）
を
設
置
︑
初
会
合

７
月	

１
日 

▽  

国
交
省
︑
過
労
防
止
関
連
違
反
等
の
処
分
量
定
を
引
き
上
げ
る
﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対
す
る
行
政
処
分
等

の
基
準
﹂
を
改
正
・
施
行

	

24
日 

▽  

政
府
︑﹁
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
﹂
の
変
更
を
閣
議
決
定

8
月	

10
日 

▽  

国
交
省
︑
新
東
名
高
速
道
路
（
御
殿
場
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹇
Ｊ
Ｃ
Ｔ
﹈
〜
浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
の
６
車
線
化
︑

初
の
民
間
施
設
直
結
型
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
な
ど
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
７
か
所
の
新
規
事
業
化
を

許
可

９
月	

27
日 

▽  

第
９
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央
協
議
会
﹂
を
開
催

	

30
日 

▽  

改
正
道
路
法
施
行

10
月	

１
日 

▽  

国
交
省
︑
点
検
基
準
に
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
を
追
加
す
る
な
ど
の
道
路
運
送
車
両
法
に
基
づ
く
自
動
車
点
検
基
準
等

の
一
部
改
正
を
施
行

	

３
日 

▽  

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
と
遠
州
ト
ラ
ッ
ク
㈱
︑中
継
物
流
拠
点
﹁
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
浜
松
﹂

を
オ
ー
プ
ン

	

11
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ
車
両
利
活
用
促
進
に
向
け
た
検
討
会
﹂（
議
長
・
山
田
輝
希
国
交
省
総
合

政
策
局
物
流
政
策
課
長
）
を
設
置
︑
初
会
合

	

19
日 

▽  

国
交
省
︑
平
成
29
年
度
の
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
折
損
等
に
よ
る
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
件
数
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
を
発
表
︑
大
型
車
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
注
意
喚
起

11
月	

１
日	

▽  

国
交
省
︑
第
４
回
﹁
冬
期
道
路
交
通
確
保
対
策
検
討
委
員
会
﹂
に
て
︑
チ
ェ
ー
ン
等
装
着
徹
底
の
た
め
﹁
予
防

的
通
行
規
制
区
間
﹂
導
入
を
決
定

	

６
日 

▽  

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
協
議
会
︑﹁
取
引
環
境
と
長
時
間
労
働
の
改
善
に
向
け
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
事
例
集
﹂
を
取
り
ま
と
め
︑
公
表
（
国
交
省
・
厚
労
省
・
経
産
省
共
同
発
表
）

12
月	
１
日 

▽  

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
施
行
︒﹁
荷
主
﹂
の
定
義
を
見
直

し
︑
ネ
ッ
ト
小
売
り
業
者
等
も
法
の
対
象
へ
︑
ま
た
新
た
に
着
荷
主
を
﹁
準
荷
主
﹂
と
位
置
付
け
︑
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
が
﹁
準
荷
主
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
作
成

	

８
日 

▽  

参
議
院
本
会
議
に
て
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
可
決
︑
成
立

⑯

⑮ ⑬ ⑫

⑩⑪⑭ ⑨

トラック年
表

平成30年



平成30年（2018年）12月15日 （6）第2121号（第3種郵便物認可）

ウェルポート株式会社
会社所在地	 静岡県浜松市東区白鳥町 492 -1
資本金	 2,800 万円
設　立	 昭和 44 年 2月
従業員数	 147 人（うちドライバー71 人）
車両数	 71 台

　

ウ
ェ
ル
ポ
ー
ト
㈱
は
︑
家

電
製
品
部
品
・
自
動
車
部
品

・
建
材
の
輸
送
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
︑
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
へ
の
食
品
輸
送
な
ど
を

手
が
け
て
い
る
運
送
会
社
で

あ
る
︒

　

さ
て
︑我
が
国
で
は
近
年
︑

少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
労
働

力
不
足
が
深
刻
化
し
て
お

り
︑
運
送
会
社
に
お
い
て
も

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
進
ん
で

い
る
︒
同
社
で
も
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
を
確
保
す
る
た
め
に
︑

若
手
男
性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
限

ら
ず
に
女
性
や
中
高
年
の
人

材
採
用
を
加
速
︒
社
内
で
は
︑

社
員
に
対
し
て
楽
し
い
ネ
ー

ミ
ン
グ
を
し
て
お
り
︑
若
手

男
性
ド
ラ
イ
バ
ー
﹁
ウ
ェ
ル

ボ
ー
イ
﹂・
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

﹁
ウ
ェ
ル
ガ
ー
ル
﹂・
中
高
年

ド
ラ
イ
バ
ー
﹁
ウ
ェ
ル
お
じ

さ
ん
﹂﹁
ウ
ェ
ル
じ
じ
い
﹂
が

楽
し
く
活
躍
し
て
い
る
︒
な

お
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

平
均
年
齢
は
49
歳
だ
と
い
う
︒

　

こ
う
し
た
中
で
︑
加
藤
社

長
は
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
が
当
社

に
い
て
く
れ
る
か
ら
こ
そ
︑

目
の
前
の
仕
事
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
︑
そ
し
て
社
業
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
﹂

と
考
え
︑
会
社
に
貢
献
し
て

く
れ
る
従
業
員
の
た
め
に
会

社
と
し
て
何
か
還
元
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
︒

そ
う
し
た
中
で
︑﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
が
健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
︑

毎
日
の
安
全
運
行
を
実
現
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
︑
社
業
を

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
︑

社
員
の
生
活
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
﹂
と
考
え
た
加
藤
社

長
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康

づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
︒

　
﹁
特
に
︑
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
へ
の
配
送
は
３
６
５
日

24
時
間
対
応
と
な
っ
て
お
り
︑

当
社
で
は
深
夜
に
乗
務
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
も
数
多
く
い
ま

す
︒
こ
う
し
た
仕
事
で
は
︑

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
に
お
け

る
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
こ
う
︒

　

同
社
で
は
現
在
︑
水
素
を

使
っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
し

進
め
て
い
る
︒
今
年
６
月
か

ら
︑
水
素
を
水
に
溶
け
込
ま

せ
た
﹁
水
素
水
﹂
入
り
の
ウ

ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
︵
写
真

①
︶
を
点
呼
場
に
配
置
し
︑

点
呼
の
際
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に

飲
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
︒

　

水
素
水
に
は
︑
市
販
さ
れ

ド
ラ
イ
バ
ー
が
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
と
業
務
に
支
障
を

来
し
て
し
ま
い
︑
荷
主
の
皆

様
に
大
き
な
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
が
健
康
で
あ
っ

て
こ
そ
︑
我
が
国
の
物
流
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
当

社
で
は
﹃
企
業
と
し
て
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
確
保
が
重

要
﹄
と
位
置
付
け
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
健
康
づ
く
り
に
力
を

入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
﹂

（
加
藤
社
長
）

て
い
る
も
の
も
多
く
あ
る
︒

し
か
し
︑
水
素
は
水
中
か
ら

徐
々
に
空
気
中
に
抜
け
て
い

く
た
め
︑
水
素
の
効
果
を
得

る
た
め
に
は
水
素
が
抜
け
て

い
な
い
状
態
で
水
素
水
を
飲

用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
︒

同
社
で
利
用
し
て
い
る
水
素

水
の
場
合
は
︑
生
成
の
際
に

水
に
水
素
を
溶
け
込
ま
せ
て

い
る
た
め
︑
水
素
が
水
か
ら

抜
け
に
く
い
状
態
に
な
っ
て

い
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い

る
︒
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

中
に
は
︑
点
呼
時
に
飲
用
す

る
だ
け
で
は
な
く
︑
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
水
素
水
を
入
れ

て
︑
乗
務
の
合
間
に
飲
ん
で

い
る
人
も
い
る
そ
う
だ
︒

　

ま
た
︑
休
憩
室
に
は
﹁
水

素
サ
プ
リ
メ
ン
ト
﹂
を
用
意

し
て
い
る
ほ
か
︑﹁
水
素
ガ
ス

吸
入
器
﹂を
設
置︵
写
真
②
︶︒

休
憩
時
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

状
態
で
水
素
を
吸
入
す
る
こ

と
に
よ
り
︑
体
内
と
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で

き
る
と
い
う
︒

　
﹁
一
般
的
に
︑
水
素
を
体
内

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
︑
体

内
の
血
管
が
広
が
り
︑
血
流

が
良
く
な
る
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
︒
当
社
で

水
素
水
を
導
入
し
た
当
初

は
︑
水
素
の
効
果
を
知
ら
な

い
ド
ラ
イ
バ
ー
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
し
か
し
︑

水
素
の
効
果
に
つ
い
て
説
明

し
た
こ
と
も
あ
り
︑
ま
た
特

に
今
年
の
夏
は
酷
暑
だ
っ
た

た
め
︑﹃
せ
っ
か
く
水
分
を
摂

る
の
な
ら
︑
健
康
に
良
い
水

素
水
を
飲
も
う
﹄
と
︑
水
素

水
に
手
を
伸
ば
す
ド
ラ
イ
バ

　

同
社
で
は
そ
の
他
に
も
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
づ
く
り

に
資
す
る
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑
点
呼
場
に
血
圧
計

を
配
置
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

ー
が
増
え
ま
し
た
︒
夏
以
降

も
︑
継
続
し
て
水
素
水
を
飲

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
﹂（
同
）

　

と
こ
ろ
で
︑
水
素
を
用
い

た
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
中
で
︑
あ
る
男
性
社
員
が

心
筋
梗
塞
で
倒
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
い
う
︒
男
性
社
員

は
︑
そ
の
日
の
乗
務
を
終
え

て
休
憩
室
で
雑
談
し
て
い
た

と
こ
ろ
︑
急
に
胸
に
激
痛
を

覚
え
た
た
め
︑
救
急
車
で
病

院
に
運
ば
れ
た
︒
し
か
し
︑

症
状
と
し
て
は
軽
い
も
の
で

あ
っ
た
た
め
︑
病
院
で
必
要

な
処
置
を
受
け
て
︑
い
ま
で

は
乗
務
に
戻
っ
て
い
る
︒

　
﹁
命
に
関
わ
る
よ
う
な
重

症
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
︑

も
し
か
す
る
と
そ
の
社
員
が

発
症
す
る
以
前
か
ら
水
素
水

を
飲
み
始
め
て
い
た
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
︒
健
康
づ
く

り
を
行
う
上
で
は
︑﹃
日
々

乗
務
に
忙
し
い
ド
ラ
イ
バ
ー

で
も
継
続
で
き
る
﹄
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
︒
飲
む

だ
け
で
健
康
へ
の
効
果
が
期

待
で
き
る
水
素
水
を
︑
当
社

で
は
今
後
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の

健
康
づ
く
り
に
活
用
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

な
お
︑
水
素
水
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
︑（
一
社
）水

素
健
康
推
進
協
会
ま
で
︒

対
し
て
毎
点
呼
時
に
血
圧
を

測
定
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

る
︵
写
真
③
︶︒
測
定
結
果

は
各
人
が
記
録
し
︑
血
圧
の

動
き
に
気
を
付
け
て
も
ら
う

と
と
も
に
︑
高
血
圧
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
て
は
医
師
へ

の
診
察
を
促
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

動
不
足
対
策
の
一
環
と
し
て
︑

休
憩
室
に
乗
馬
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
機
器︵
写
真
④
︶を
配
置
︒

機
器
の
上
に
座
っ
て
揺
ら
れ

る
だ
け
の
楽
な
運
動
を
定
期

的
に
行
う
こ
と
で
︑
筋
力
・

代
謝
ア
ッ
プ
効
果
が
期
待
で

き
る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
た
ば

こ
対
策
に
も
乗
り
出
し
て
い

る
︒
本
社
事
務
所
内
は
禁
煙

と
定
め
て
い
る
︒
一
方
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
喫
煙
率
が
ま

だ
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
︑

点
呼
場
や
休
憩
室
で
は
喫
煙

可
能
と
し
て
い
る
︒

　
﹁
私
も
か
つ
て
は
た
く
さ
ん

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
ま
し
た

が
︑
３
年
前
に
禁
煙
し
ま
し

た
︒
か
つ
て
喫
煙
し
て
い
た

立
場
か
ら
考
え
る
と
︑
た
ば

こ
を
吸
わ
な
い
人
も
︑
そ
し

て
吸
う
人
も
︑
お
互
い
が
不

満
を
感
じ
る
こ
と
な
く
︑
仕

事
を
し
や
す
い
環
境
に
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

例
え
ば
︑
配
車
の
際
に
は
ヘ

ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
乗
務
し
た
ト
ラ
ッ
ク

に
非
喫
煙
者
を
乗
務
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
対
応

を
行
う
な
ど
︑
喫
煙
者
も
非

喫
煙
者
も
満
足
で
き
る
よ
う

な
職
場
環
境
の
整
備
を
心
が

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

同
社
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
健
康
診
断
受
診
を
義
務
化

し
︑
未
受
診
で
は
乗
車
で
き

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
︒
ま

た
︑健
診
結
果
で
Ｃ
判
定（
要

経
過
観
察
）・
Ｄ
判
定
（
要

治
療
）
の
項
目
が
あ
る
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
て
は
︑
医
師

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な

が
ら
︑
病
院
で
の
診
察
・
治

療
を
指
示
し
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
年
末
の
社
内

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
︑
同
社
で

は
毎
年
12
月
29
日
（
仕
事
納

め
）
に
︑
社
員
全
員
で
大
掃

除
を
行
っ
た
後
に
﹁
年
末
炊

き
出
し
﹂︵
写
真
⑤
︶
を
行
っ

て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
一
年
間

の
社
員
の
頑
張
り
を
慰
労
す

る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の

で
︑
餅
つ
き
を
し
た
り
︑
料

理
を
囲
ん
で
和
気
あ
い
あ
い

と
過
ご
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
︒
な
お
︑
今
年
の

12
月
29
日
も
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
身
体
も
心
も
ほ
っ
こ
り
と

温
め
て
く
れ
る
﹁
年
末
炊
き

出
し
﹂
を
行
う
予
定
だ
と
い

う
︒

　

こ
う
し
た
社
内
イ
ベ
ン
ト

に
よ
り
社
員
同
士
が
交
流
を

深
め
る
こ
と
で
︑
職
場
が
活

性
化
す
る
と
と
も
に
︑
健
康

面
で
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の

効
果
が
期
待
で
き
る
︒
同
社

は
︑
社
員
同
士
が
仲
良
く
協

力
し
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組

む
こ
と
の
で
き
る
﹁
風
通
し

の
良
い
会
社
﹂
と
な
っ
て
お

り
︑
こ
う
し
た
社
内
風
土
が

若
い
社
員
の
定
着
率
向
上
に

も
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
︒

　

様
々
な
取
り
組
み
を
推
進

し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
づ

く
り
に
注
力
し
て
い
る
同
社
︒

社
員
の
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
︑

最
後
に
加
藤
社
長
に
聞
い
た
︒

　
﹁
運
送
会
社
の
仕
事
は
︑

ど
う
し
て
も
事
故
が
付
き
物

で
す
︒
当
社
と
し
て
も
︑
業

務
を
通
じ
て
命
に
関
わ
る
経

験
を
数
多
く
し
て
き
ま
し

た
︒
そ
う
し
た
経
験
を
踏
ま

え
て
い
え
る
の
は
︑﹃
我
が
社

に
と
っ
て
大
事
な
社
員
の
健

康
に
つ
い
て
︑
会
社
と
し
て

も
っ
と
気
を
か
け
な
い
と
い

け
な
い
﹄
と
い
う
こ
と
で
す
︒

近
年
︑
健
康
起
因
事
故
が
増

加
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
︒
一
度
事
故
が
起
き

る
と
︑
事
故
に
遭
わ
れ
た
方

の
生
活
は
一
変
し
︑
命
を
失

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑

事
故
を
惹
起
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
も
生
活
基
盤
を
失
う
こ
と

に
な
り
ま
す
︒
つ
ま
り
は
︑

事
故
に
遭
っ
た
側
も
︑
事
故

を
起
こ
し
た
側
も
︑
平
穏
な

生
活
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で

す
︒
悲
惨
な
健
康
起
因
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
︑
社
員
の
生

活
を
守
り
な
が
ら
安
全
輸
送

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
︑

何
よ
り
も
﹃
社
員
が
健
康
で

あ
る
こ
と
﹄
が
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
︒
当
社
と
し

て
は
︑
今
後
も
様
々
な
健
康

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
継

続
し
︑
健
康
を
基
本
に
位
置

付
け
て
︑
社
員
一
丸
と
な
っ

て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
ウ
ェ
ル
ポ
ー
ト

㈱　

加
藤
浩
幸
代
表
取
締
役

加藤　浩幸
代表取締役

　

従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で

き
る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重

要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

い
え
ま
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
労
働

者
の
健
康
を
巡
る
状
況
を
み
る
と
︑

近
年
我
が
国
に
お
い
て
過
労
死
等
が

多
発
し
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
な
ど
︑
職
場
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
﹁
健
康
職

場
づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒
今
回
は
︑
静

岡
県
浜
松
市
の
ウ
ェ
ル
ポ
ー
ト
株
式

会
社
（
加
藤
浩
幸
代
表
取
締
役
）
に

お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

❖
会
社
に
貢
献
し
て
く
れ
る
多
彩
な
社
員
達

「
貢
献
に
報
い
よ
う
」と
健
康
づ
く
り
を
開
始

第
12
回  

ウ
ェル
ポ
ー
ト
株
式
会
社（
静
岡
県
浜
松
市
）

❖
悲
惨
な
健
康
起
因
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

今
後
も
健
康
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る

❖
喫
煙
者
も
非
喫
煙
者
も
快
適
な
職
場
環
境
に

ド
ラ
イ
バ
ー
の
身
体
と
心
を
温
め
る
「
年
末
炊
き
出
し
」

❖
血
流
の
悪
化
は
重
大
な
病
気
の
引
き
金
に

血
流
改
善
効
果
が
期
待
さ
れ
る
「
水
素
」

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

安
全
運
行
の
継
続
に
欠
か
せ
な
い
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
」

「
継
続
で
き
る
健
康
づ
く
り
」
を
通
じ
て
社
員
の
生
活
を
守
る

「健康職場づくり」
  事 業 者 訪 問

▲
毎
点
呼
時
に
水
素
水
を
飲
用
す
る
こ
と

で
、
体
内
の
血
流
を
改
善
さ
せ
る
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る

座
っ
て
揺
ら
れ
る
こ
と
で
筋
力
・
代
謝
ア
ッ
プ
効
果
が
期
待

さ
れ
る
乗
馬
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
機
器

同
社
で
は
点
呼
時
の
血
圧
測
定
も
徹

底
さ
せ
て
い
る

﹁
年
末
炊
き
出
し
﹂
は
社
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
の
で
き
る
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る

①

③④

⑤

②
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講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

トラック

トラック

トラック
バス・タクシー

トラック
バス・タクシー 3月  8日（金）

1月28日（月）

2月15日（金） 関東運輸局

関東運輸局

中部運輸局

近畿運輸局

九州運輸局

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

九州運輸局 交通政策部
環境・物流課
☎092-472-3154

AP大阪淀屋橋 会議室４F-南A
大阪府大阪市中央区北浜3-2-25

TKP大宮ビジネスセンター カンファレンスルーム３
埼玉県さいたま市大宮区仲町2-26
富士ソフトビル

九州運輸局 7階 調停室
福岡県福岡市博多区博多駅東2-11-1
福岡合同庁舎新館

AP名古屋．名駅 ６階 O室
愛知県名古屋市中村区名駅4-10-25

TKP新宿カンファレンスセンター カンファレンスルーム６A
東京都新宿区西新宿1-14-11
Daiwa西新宿ビル

2月19日（火）

2月21日（木）

13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の政策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等
に当財団の担当者が出向き、グリーン経営について説明する取組です。

「出前説明会」受付中！

安心の1年保証安心の1年保証

株式会社ターボテクノサービス
〒146-0093  東京都大田区矢口3-28-1-309

FAX:03-3758-3383TEL:03-3758-3381

株式会社エコロジーターボサービス
〒146-0093  東京都大田区矢口3-28-1-308
TEL:03-5741-1511 FAX:03-5741-2211

www.e-tts.com

トラック用トラック用
リビルド ターボチャージャーリビルド ターボチャージャー
全メーカー、全車輌、最新の電子制御ターボに対応！

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマ ［第33回］

知識も給油式ならいいんだけど…

143「
旬
の
味
に
癒
さ
れ
る
⑩
」 

緑
か
、白
か
、ね
ぎ
さ
ま
ざ
ま

　

冬
は
ね
ぎ
が
お
い
し
い
か

ら
う
れ
し
い
︒
な
に
し
ろ
︑

ね
ぎ
が
な
け
れ
ば
す
き
焼

き
︑
焼
き
鳥
︑
鍋
物
も
味
が

出
な
い
︒
そ
ば
︑
納
豆
︑
湯

豆
腐
だ
っ
て
︑
薬
味
の
ね
ぎ

な
し
で
は
締
ま
ら
な
い
︒
大

き
く
い
え
ば
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

転
中
に
食
事
に
寄
れ
ば
︑
必

ず
ね
ぎ
に
出
合
う
の
だ
︒

　

日
本
中
に
あ
る
ね
ぎ
だ

が
︑
西
日
本
は
緑
色
の
葉
ね

ぎ
の
﹁
九
条
群
﹂︑
北
陸
や

東
北
な
ど
寒
冷
地
で
は
白
根

の
﹁
加
賀
群
﹂︑
関
東
に
は

同
じ
く
白
根
を
食
べ
る
﹁
千

住
群
﹂
が
定
着
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
風
土
に
適
応
し
た

ね
ぎ
が
各
地
に
あ
る
︒
た
と

え
ば
葉
ね
ぎ
は
︑
京
都
で
は

青
々
し
た
葉
で
す
ん
な
り
し

た
九
条
ね
ぎ
が
好
ま
れ
る
︒

の
飲
食
店
に
売
り
込
ん
で
い

る
た
め
︑
旬
の
時
季
に
は
地

元
産
の
難
波
ね
ぎ
入
り
の
お

好
み
焼
き
や
う
ど
ん
な
ど
が

メ
ニ
ュ
ー
を
に
ぎ
わ
せ
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
ね
ぎ
は
葉
を

筒
状
に
伸
ば
し
︑
地
表
に
出

た
葉
は
日
を
浴
び
て
緑
色
に

な
る
︒
こ
れ
が
九
条
ね
ぎ
に

代
表
さ
れ
る
葉
（
青
）
ね
ぎ

だ
が
︑
土
を
か
ぶ
せ
て
お
く

素
の
働
き
で
紫
が
か
っ
た
紅

色
な
の
だ
︒
辛
味
が
強
い
の

で
薬
味
や
和
え
も
の
に
ぴ
っ

た
り
だ
し
︑
鍋
料
理
に
入
れ

る
と
甘
味
が
出
て
︑
や
さ
し

い
味
に
な
る
︒

　

そ
ん
な
具
合
に
︑
各
地
の

ね
ぎ
を
食
べ
比
べ
ら
れ
る
の

は
︑
旅
が
多
い
仕
事
な
ら
で

は
の
楽
し
み
で
あ
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

だ
が
︑
大
阪
に
も
難
波
ね
ぎ

と
い
う
同
タ
イ
プ
が
あ
り
︑

ミ
ナ
ミ
の
難
波
が
発
祥
地
と

さ
れ
て
い
る
︒
住
吉
区
で
も

ね
ぎ
畑
が
健
在
で
︑﹁
こ
の

難
波
ね
ぎ
が
京
都
へ
伝
わ
り
︑

九
条
ね
ぎ
に
な
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
﹂
と
︑
難
波
ね
ぎ

農
家
は
胸
を
張
る
︒

　

ま
た
︑
市
民
運
動
家
た
ち

の
﹁
難
波
葱ね

ぎ

の
会
﹂
が
近
く

と
白
い
ま
ま
で
成
長
す
る
︒

そ
の
性
質
を
利
用
し
て
︑
白

根
を
賞
味
す
る
ね
ぎ
も
あ

る
︒
根
の
周
囲
に
土
を
う
ず

高
く
寄
せ
て
育
て
る
の
で
︑

﹁
根
深
ね
ぎ
﹂
と
い
う
異
名

も
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
辛
味
が

う
ま
味
に
通
じ
る
タ
イ
プ
だ
︒

　

か
た
や
︑
茨
城
や
山
形
に

は
赤
ね
ぎ
が
あ
る
︒
白
根
の

部
分
が
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
色

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜運転免許制度編〜
 【解 答】２面に問題
❶ ×（法第85条第2項）大型特殊は運
転できない。  
❷ ×（法第88条第1項第1号）中型免
許にあっては20歳  （政令で定める者に
あっては、19歳）に満たない者は、第
一種免許又は第二種免許を与えない。
❸ ×（法第88条第1項第1号）準中型免
許については、18歳に満たない者は取
得できないという規定はあるが、普通免
許を取得した後でなければ取得できな
いという規定はなく、18歳になれば直接
取得できる。
❹ ×（法第85条第3項）牽引自動車に
よって重被牽引車を牽引して当該牽引

自動車を運転しようとする者は、当該牽
引自動車に係る免許（仮免許を除く。）
のほか、牽引免許を受けなければなら
ないと規定されており、ロープで故障車
を牽引する場合には牽引免許は不要で
ある。
❺ ○（施行規則第23条）大型免許、中
型免許、準中型免許、大型自動車仮免
許、中型自動車仮免許、準中型自動車
仮免許、牽引免許及び第二種運転免許
に係る適性試験にあっては、視力が両
眼で0.8以上、かつ、一眼でそれぞれ0.5
以上であること。

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
﹁
ウ
ェ
ザ
ー
ニ

ュ
ー
ス
タ
ッ
チ
﹂（
無
料
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
︒
一
部
サ
ー

ビ
ス
は
有
料
）
か
ら
確
認
可

能
︒
大
雪
が
見
込
ま
れ
る
時

に
は
特
設
サ
イ
ト
が
開
設
さ

れ
︑﹁
大
雪
情
報
﹂
や
﹁
積

雪
予
想
マ
ッ
プ
﹂
と
い
っ
た
ウ

ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
が
提
供
す

る
気
象
情
報
と
︑﹁
高
速
道

路
の
規
制
・
通
行
止
め
予

測
﹂
と
い
っ
た
高
速
道
路
会

社
が
提
供
す
る
道
路
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

ま
た
︑
特
設
サ
イ
ト
の
リ
ン

ク
か
ら
各
高
速
道
路
会
社
の

�

12
～
２
月
の
天
候
見
通
し

　

北
日
本
日
本
海
側
で

雪
の
日
が
多
め
に

雪
に
備
え
て
万
全
の
対
応
を
！

　

気
象
庁
で
は
こ
の
ほ
ど
︑

12
月
～
２
月
の
天
候
の
見
通

し
を
発
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
北
日
本

で
は
寒
気
の
影
響
を
平
年
程

度
に
受
け
る
見
込
み
で
︑
降

雪
量
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
と
な

Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
し
︑
よ
り

詳
細
な
通
行
止
め
予
測
情
報

を
確
認
す
る
こ
と
も
可
能
︒

　

併
せ
て
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東

日
本
と
中
日
本
高
速
道
路
㈱

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）︑

首
都
高
速
道
路
㈱
は
共
同

で
︑
首
都
高
速
道
路
と
首
都

圏
の
高
速
道
路
の
雪
道
危
険

ポ
イ
ン
ト
を
掲
載
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
﹁
教
え
て
！　

高

速
道
路
の
雪
道
ガ
イ
ド
（
首

都
圏
版
）﹂
を
制
作
︒
12
月

１
日
よ
り
︑
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
な

ど
で
配
布
し
て
い
る
︒

る
と
予
測
し
て
い
る
︒

　

普
段
か
ら
降
雪
の
見
ら
れ

る
地
域
で
は
︑
想
定
外
の
大

雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
︒
ま
た
︑
東
日
本
の
太
平

洋
側
で
も
︑
南
岸
低
気
圧
の

影
響
を
受
け
て
雪
が
降
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
︒

　

運
送
事
業
者
の
皆
さ
ん

は
︑
降
雪
・
積
雪
に
備
え
て

万
全
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
︒

　

国
土
交
通
省
は
12
月
10

日
︑
大
雪
の
際
に
タ
イ
ヤ
チ

ェ
ー
ン
装
着
車
の
み
通
行
を

可
能
と
す
る
﹁
チ
ェ
ー
ン
規

制
区
間
﹂
に
つ
い
て
︑
現
在

警
察
庁
と
実
施
に
向
け
て
調

整
し
て
い
る
全
国
13
区
間

（
直
轄
国
道
６
区
間
︑
高
速

道
路
７
区
間
）を
発
表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
冬
期
道
路

交
通
確
保
対
策
検
討
委
員
会

で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
﹁
大

雪
時
の
道
路
交
通
確
保
対
策

の
提
言　

中
間
と
り
ま
と

め
﹂
に
基
づ
き
︑
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
能
へ
の
影
響
を

最
小
化
す
る
た
め
︑
除
雪
体

制
の
強
化
や
集
中
除
雪
︑
大

雪
時
の
需
要
抑
制
の
呼
び
か

け
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
︒
そ
の
中
で
︑
大
雪
特

別
警
報
や
大
雪
に
対
す
る
緊

急
発
表
が
行
わ
れ
る
よ
う
な

異
例
の
降
雪
時
に
︑
勾
配
の

大
き
い
峠
部
で
こ
れ
ま
で
に

大
規
模
な
立
ち
往
生
な
ど
が

発
生
し
た
区
間
を
対
象
に
︑

従
来
で
あ
れ
ば
通
行
止
め
と

�

大
雪
時
に
お
け
る
新
た
な

﹁
高
速
道
路
情
報
提
供
サ

イ
ト
﹂
を
立
ち
上
げ

３
日
前
か
ら
大
雪
に
よ
る

影
響
な
ど
を
発
信

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
）
を
は
じ

め
と
す
る
高
速
道
路
各
社
で

は
今
冬
か
ら
︑
民
間
気
象
情

報
会
社
で
あ
る
㈱
ウ
ェ
ザ
ー

ニ
ュ
ー
ズ
と
連
携
し
︑
大
雪

時
に
お
け
る
高
速
道
路
の
新

た
な
情
報
提
供
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
︒

　

今
年
１
月
の
首
都
圏
で
の

大
雪
な
ら
び
に
同
２
月
の
北

陸
豪
雪
で
は
︑
立
ち
往
生
し

た
車
両
の
た
め
に
首
都
高
速

道
路
や
国
道
８
号
な
ど
が
長

時
間
に
わ
た
り
通
行
止
め
と

な
り
︑
多
く
の
車
が
道
路
上

に
滞
留
し
た
︒
こ
う
し
た
事

態
を
受
け
︑
大
雪
情
報
や
高

速
道
路
の
規
制
・
通
行
止
め

予
測
な
ど
と
い
っ
た
運
行
可

否
の
判
断
材
料
と
な
る
情
報

を
︑
従
来
よ
り
も
早
期
に
運

送
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る

道
路
利
用
者
に
提
供
し
て
い

く
こ
と
で
︑
高
速
道
路
に
お

け
る
大
雪
時
の
リ
ス
ク
軽
減

を
図
っ
て
い
く
︒

　

同
情
報
提
供
は
︑
国
や
気

象
台
な
ど
か
ら
大
雪
に
関
す

る
緊
急
発
表
が
行
わ
れ
る
大

雪
の
３
日
前
か
ら
︑
高
速
道

路
で
の
大
雪
に
よ
り
通
行
止

め
等
の
影
響
を
道
路
利
用
者

な
る
状
況
に
お
い
て
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
装
着
車
の
み
通
行

を
可
能
と
す
る
︑﹁
チ
ェ
ー
ン

規
制
区
間
﹂
を
設
け
る
こ
と

と
し
て
い
る
︒

　

全
国
13
区
間
の
内
訳
は
︑

表
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
︒

な
お
︑
具
体
的
な
開
始
時
期

に
つ
い
て
は
後
日
発
表
さ
れ

る
予
定
︒

に
対
し
て
発
信
︒
大
雪
と
な

る
日
が
近
づ
き
︑
よ
り
正
確

な
気
象
情
報
が
発
表
さ
れ
る

に
つ
れ
て
︑
よ
り
詳
細
な
道

路
情
報
を
伝
え
て
い
く
︒

　

同
情
報
は
︑
ウ
ェ
ザ
ー
ニ

ュ
ー
ズ
の
Ｐ
Ｃ
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）﹁
ウ
ェ
ザ
ー
ニ

ュ
ー
ス
﹂
な
ら
び
に
ス
マ
ー
ト

表  平成 30年度チェーン規制（直轄国道・高速道路） 現時点での調整箇所

直
轄
国
道

都道府県 路線番号 箇所名 区間 延長（km）
山形県 112 月山道路 西川町志津～鶴岡市上名川 27

山梨県・静岡県 138  山中湖・須走 山梨県山中湖村平野～
静岡県小山町須走字御登口 9

新潟県 7 大須戸～上大鳥 村上市大須戸～村上市上大鳥 16
福井県 8  石川県境～坂井市 あわら市熊坂～あわら市笹岡 4

広島県・島根県 54 赤名峠 広島県三次市布野町上布野～
島根県飯南町上赤名 12

愛媛県 56 鳥坂峠 西予市宇和町～大洲市松尾 7

高
速
道
路

都道府県 路線番号 道路名 区間 延長（km）
新潟県・長野県 E18 上信越道 信濃町 IC～新井 PA 25

山梨県 E20 中央道 須玉 IC～長坂 IC 9
長野県 E19 中央道 飯田山本 IC～園原 IC 10

石川県・福井県 E8 北陸道 丸岡 IC～加賀 IC 18
福井県・滋賀県 E8 北陸道 木之本 IC～今庄 IC 45
岡山県・鳥取県 E73 米子道 湯原 IC～江府 IC 34
広島県・島根県 E74 浜田道 大朝 IC～旭 IC 27

※IC：インターチェンジ、PA：パーキングエリア

表  月別の天候予測

平成30年
12月

・北日本日本海側では、平年と同様に曇りや雪または雨
の日が多いでしょう。

・東日本日本海側では、寒気の影響を受けにくく、平年
に比べ曇りや雨または雪の日が少ないでしょう。
・西日本日本海側では、平年と同様に曇りや雨または雪
の日が多いでしょう。

・北・東・西日本太平洋側では、平年と同様に晴れの日
が多いでしょう。

平成31年
１月

・北日本日本海側では、平年と同様に曇りや雪の日が多
いでしょう。
・東・西日本日本海側では、寒気の影響を受けにくく、
平年に比べ曇りや雪または雨の日が少ないでしょう。

・北・東・西日本太平洋側では、平年と同様に晴れの日
が多いでしょう。

２月

・北日本日本海側では、平年と同様に曇りや雪の日が多
いでしょう。
・東・西日本日本海側では、寒気の影響を受けにくく、
平年に比べ曇りや雪または雨の日が少ないでしょう。

・北・東・西日本太平洋側では、平年と同様に晴れの日
が多いでしょう。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑
雪
道
対
策
に

不
可
欠
な
チ
ェ
ー
ン
の
着
装

方
法
お
よ
び
日
常
点
検
の
確

実
な
実
施
等
の
解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
制
作
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者

等
に
対
し
︑﹁
雪
道
対
策
の

徹
底
﹂
と
﹁
日
常
点
検
の
確

実
な
実
施
﹂
を
呼
び
か
け
る

た
め
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
等
を

視
聴
対
象
と
し
︑
分
か
り
や

す
く
︑
活
用
し
や
す
い
内
容

の
解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し

た
︒
全
ト
協
で
は
︑
同
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
安
全
教
育
ビ
デ
オ
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
で
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
し
て
い
る
︒

▽
主
な
内
容

　
﹁
小
型
ト
ラ
ッ
ク
編
﹂（
35

分
25
秒
）
と
﹁
大
型
ト
ラ
ッ

ク
編
﹂（
37
分
48
秒
）
の
２

種
に
分
か
れ
︑そ
れ
ぞ
れ
﹁
日

常
点
検
項
目
と
点
検
の
ポ
イ

ン
ト
﹂︑﹁
タ
イ
ヤ
交
換
時
の

ポ
イ
ン
ト
﹂︑﹁
雪
道
対
策
編
﹂

で
構
成
さ
れ
て
い
る
︒

﹁
雪
道
対
策
編
﹂

　

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
装
着

方
法
な
ど
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
目

線
の
映
像
等
を
交
え
る
こ
と

で
︑
雪
道
対
策
に
関
す
る
基

礎
知
識
を
具
体
的
に
分
か
り

や
す
く
解
説
︒
特
に
︑
今
年

冬
期
に
発
生
し
た
北
陸
地
方

「
雪
道
対
策
」「
日
常
点
検
」

解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作

▽
ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
安
全
教
育
充
実
に
向
け

Ｄ
Ｖ
Ｄ
活
用
を
呼
び
か
け

《 全ト協 》

で
の
大
雪
時
の
立
ち
往
生
事

案
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
︑

今
後
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
に
は
ト

リ
プ
ル
チ
ェ
ー
ン
装
着
を
促

す
内
容
と
し
て
い
る
︒

※ 

な
お
︑
同
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容

は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も

視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

タイヤ脱落防止に繋がるホイール・ボルトおよび
ホイール・ナットの点検方法等も紹介

雪道対策に不可欠なタイヤチェーンの装着について
丁寧に解説している

「
チ
ェ
ー
ン
規
制
区
間
」
13
区
間
を
発
表

大
雪
時
に
は
チ
ェ
ー
ン
装
着
車
の
み
通
行
可
能
に

国交省
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▼
私
が
通
う

鍼
灸
院
の
50

代
男
性
の
鍼

灸
師
は
︑
世

間
か
ら
隔
絶

し
た
よ
う
な
身
な
り
風
貌
で
私
を
出
迎
え

ま
し
た
︒
針
を
打
つ
時
も
慎
重
か
つ
丁
寧

で
︑﹁
痛
く
な
い
で
す
か
﹂
と
優
し
く
問

い
か
け
て
き
ま
す
︒
婚
活
に
は
縁
遠
い
よ

う
で
︑
現
在
ま
で
独
身
を
貫
い
て
い
ま

す
︒
患
者
の
数
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
す

が
︑
本
人
は
︑﹁
贅
沢
し
な
け
れ
ば
良
し

で
す
﹂
と
無
頓
着
で
す
︒
▼
ま
る
で
︑
マ

イ
ナ
ス
イ
オ
ン
に
包
ま
れ
た
森
の
中
に
い

る
よ
う
な
状
況
で
の
治
療
は
︑
中
々
居
心

地
が
良
い
で
す
︒
鍼
灸
師
は
︑自
身
が
﹁
天

職
で
す
﹂
と
吐
露
す
る
よ
う
に
︑
も
と
も

と
社
交
的
で
は
な
く
︑
治
療
の
中
で
患
者

が
語
り
か
け
る
世
間
話
に
興
味
が
あ
る
︑

聞
き
上
手
で
す
︒
▼
出
張
先
の
お
土
産
を

持
参
す
る
と
︑
お
礼
と
と
も
に
早
速
耳
元

に
﹁
ど
ん
な
所
で
し
た
か
﹂
と
矢
継
ぎ
早

に
質
問
の
嵐
が
き
ま
す
︒
私
は
内
心
︑﹁
寂

し
い
人
間
関
係
な
ん
だ
な
あ
﹂
と
思
い
つ

つ
︑
独
特
な
人
柄
に
私
自
身
が
惹
か
れ
て

い
る
の
か
も
と
思
い
は
じ
め
て
い
ま
す
︒

▼
い
つ
ぞ
や
︑
東
京
・
麹
町
に
本
店
が
あ

る
泉
屋
東
京
店
の
ク
ッ
キ
ー
を
持
参
し
た

際
に
は
︑
治
療
室
の
隣
の
茶
の
間
に
誘
わ

れ
︑
鍼
灸
師
と
彼
の
お
母
さ
ん
と
３
人
で

ク
ッ
キ
ー
を
一
緒
に
食
べ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
︒
昔
な
が
ら
の
丸
い
卓
袱
台
に
３
人

が
座
り
︑
ほ
の
ぼ
の
と
ク
ッ
キ
ー
を
食

べ
︑
お
茶
を
い
た
だ
い
て
い
る
︒
そ
こ
に

は
家
の
主
の
よ
う
な
三
毛
猫
も
加
わ
り
︑

端
か
ら
見
た
ら
何
と
も
不
思
議
な
光
景
と

捉
え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
︒
▼
そ
の
日

は
私
が
治
療
を
終
え
た
午
前
11
時
30
分
以

降
は
予
約
が
な
い
よ
う
で
︑
私
は
頭
の
引

き
出
し
か
ら
話
題
を
提
供
し
つ
つ
２
人
の

語
ら
い
か
ら
中
々
逃
れ
ら
れ
な
い
状
況
に

置
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
▼
ブ
リ
キ
の

缶
に
10
種
類
の
手
作
り
の
部
分
を
多
く
残

し
た
ク
ッ
キ
ー
が
入
っ
た
詰
め
合
わ
せ

は
︑
昔
か
ら
﹁
泉
屋
﹂
の
定
番
で
す
︒
包

装
紙
も
昔
と
変
わ
ら
ず
︑
私
の
好
き
な
洋

菓
子
屋
の
一
つ
で
す
︒
▼
対
極
の
和
菓
子

屋
で
好
き
な
お
菓
子
は
︑
埼
玉
・
秩
父
︑

八
幡
屋
本
店
の
﹁
秩
父
自
慢
﹂
で
す
︒
栗

餡
を
小
麦
粉
で
包
ん
で
︑
表
面
に
胡
桃
が

の
っ
た
長
方
形
の
焼
き
菓
子
は
︑
絶
妙
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
飽
き
な
い
味
で
す
︒
▼
八

幡
屋
本
店
の
前
に
鎮
座
す
る
秩
父
神
社
の

現
在
の
社
殿
は
１
５
９
２
（
天
正
20
）
年

に
水
源
地
と
し
て
貴
重
な
地
域
の
守
護
の

た
め
︑
徳
川
家
康
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の

で
す
︒
社
殿
に
は
︑
日
光
東
照
宮
と
対
比

し
て
﹁
お
元
気
三
猿
﹂
が
出
迎
え
ま
す
︒

三
猿
は
﹁
よ
く
見
て
︑
よ
く
聞
い
て
︑
よ

く
話
す
﹂
の
如
く
︑
目
が
︑
耳
が
︑
口
が

は
っ
き
り
開
い
て
い
ま
す
︒
木
彫
り
の
猿

達
は
何
と
も
ユ
ニ
ー
ク
で
癒
さ
れ
ま
す
︒

で
も
︑﹁
よ
く
話
す
﹂
の
も
程
度
の
問
題

で
︑﹁
こ
こ
だ
け
の
話
﹂
と
釘
を
さ
し
て
も

﹁
口
は
災
い
の
元
﹂
で
︑
人
の
口
に
戸
板

は
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
︒
く
れ
ぐ
れ
も
注
意

し
て
︑
相
手
を
見
極
め
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
︒
▼
そ
の
ほ
か
︑
秩
父
神
社
の
社
殿
に

は
︑﹁
北
辰
の
梟
﹂
や
︑左
甚
五
郎
作
の
﹁
つ

な
ぎ
の
龍
﹂︑﹁
子
育
て
の
虎
﹂
が
あ
り
︑

そ
れ
ぞ
れ
に
深
い
意
味
が
あ
り
ま
す
が
︑

華
や
か
な
社
殿
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま

す
︒
▼
毎
年
12
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で
行

わ
れ
る
﹁
秩
父
夜
祭
﹂
は
︑
秩
父
神
社
の

例
祭
で
︑
寛
文
年
間
か
ら
約
３
０
０
年
以

上
続
く
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
︒
親
戚
が
秩

父
に
い
る
関
係
で
︑
私
も
３
日
の
大
祭
は

つ
ぶ
さ
に
見
ま
し
た
が
︑
衆
目
の
中
︑
豪

華
絢
爛
な
笠
鉾
・
屋
台
の
曳
き
ま
わ
し
を

は
じ
め
︑
冬
の
夜
空
を
彩
る
打
ち
上
げ
花

火
の
競
演
は
︑
そ
れ
は
見
事
で
す
︒
寒
風

も
吹
き
飛
ぶ
︑
凄
い
迫
力
で
し
た
︒
▼
毎

年
︑
年
末
年
始
に
な
る
と
︑
俄
信
者
の
如

く
神
仏
に
願
掛
け
を
行
い
ま
す
が
︑
殊
更

こ
の
時
期
は
神
仏
へ
の
思
い
が
強
く
な
る

の
は
︑﹁
今
年
へ
の
感
謝
︑来
年
へ
の
期
待
﹂

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
！

 

（
山
崎
薫
）

こ
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トラガールファイル

　トラック運送業界で様々
な仕事に携わる女性をとりあ
げるこのコーナー。第 20
回目は、「中型車ドライバー
（集配）」のお仕事です。
幸洋運輸㈱（栃木県宇都
宮市）の石澤香純さんが登
場します。

第20回 「中型車ドライバー（集配）」石澤 香純さん（幸洋運輸㈱・栃木県）

6:30
　出社。車両点検
のあと、乗務前点
呼（写真①）を行い、
会社を出発。

7:00
　荷主企業Ａ社（宇都宮市）の倉庫に到着。A社の荷物
を担当する幸洋運輸㈱のトラック６台の当日配達分伝票を回収
し、６台それぞれに振り分ける。

7:30
　積み込み開始。ハンドリフトを操作し、検品作業も行いなが
らトラックに午前便の荷物を積み込んでいく。後輩ドライバーの
ヘルプや、午後便の荷物確認も並行して行う（写真②〜⑤）。

9:00
　積み込み完了後、午
前便の担当地区である
鹿沼市へ向け出発（写
真⑥）。配達先を1 社
ずつまわり、荷物を届け
ていく。

11:30
　鹿沼市の物
流倉庫へ到
着。フォークリ
フトを操作して
荷降ろしを行
う（写真⑦）。

12:00
　午前便の配
達終了後、昼食休憩。お昼によく食べるのはおにぎりで、「パ
ワーの源」だという。

13:00
Ａ社の倉庫へ戻り、午後便の積み込みを行った後、午後便
の担当地区である西方エリアへ向け出発（写真⑧）し、配達
を行う。

15:00
　配達完了後、荷主企業Ｂ社（鹿沼市）へ（写真⑨）。集荷
作業を行う。

16:00
　Ａ社の倉庫に戻り、Ｂ社の荷物を降ろす。

16:30
　帰社。帰庫
時点呼と明日
の運行内容の
確認等を行う
（写真⑩）。

17:30
　退社。

石澤さんのある１日の仕事の流れ

誰もが認めるパワフルさ＆確かな技術 ！
元気な笑顔がトレードマークの２６歳

・ 高校生の頃、大病を患い病気療養。快復後、体力づくりも兼
ねてお弁当屋さんでパート勤務をしていた１９歳の頃、一念発
起して子どもの頃から憧れていたトラックドライバーを志し、同
社に入社。

・ 父親はトラックドライバーで、母親も軽貨物ドライバーというドライ
バー一家。「同業者仲間」の両親とは、県内で運行中にす
れ違うことも。家庭では仕事の話で盛り上がるという。

・ 毎日元気に働く秘訣は、早寝早起き。毎日２１時半には寝て５
時には起床するなど、「最低７時間睡眠」を心がけている。

・ 趣味は手芸。休日は羊毛フェルトなど様々なクラフトを楽しんで
いる。

 担当業務：�中型車による地場での
集配業務

 勤続年数： ７年
 取得資格：�大型自動車免許、フォーク

リフト運転技能講習修了

石澤さんはこんな人！
　互いに下の名前
で呼び合っている
香純は、可愛い妹
のような存在です。
会社に欠かせないド
ライバーであると同
時に、少し頑張りす
ぎてしまうところがあ
るので、健康管理面など、「女性同士だし、何でも気軽に相談
してね」と折に触れて声をかけるようにしています。甘党でもあり、
それを知るお客様にお菓子をもらって喜んで帰ってくるなど、子ど
もっぽい一面もある「愛されキャラ」ですね（笑）。

（配車係・佐々木 愛美さん）

写
真
左
か
ら
、
佐
々
木
さ
ん
、

石
澤
さ
ん

石澤さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に 1 日密着させていただきました。

幸洋運輸株式会社
［代表取締役　平賀　勝利］
［取締役社長　渡邊　佳一］

本社所在地	 栃木県宇都宮市東谷町 236-1
資本金	 1,000 万円
設　立	 昭和 59 年 6月29日
従業員数	 26 人（ドライバー22 人、うち女性１人）
車両数	 26 台

「ほぼ全員未経験者」にして20 代の若手ドライバーも活躍！
採用の基礎には「ドライバーの顔が見えるHPづくり」

渡邊社長に
訊く！

　当社には24 歳から65 歳まで、22 人のドライバーが在籍しており、ほぼ全
員が未経験者採用です。26 歳の石澤以外にも、24 歳の男性ドライバーが 2
人在籍するなど、若手ドライバーも活躍してくれています。求人はWebを中
心に行っており、約 10 年前に作成した自社のホームページ（HP）は、2回
ほどのリニューアルを経て、現在の形になっています。今の若い人たちは必ずHPを
見て応募してくるので、「働いているドライバーの顔が見えるHP」を意識し、石澤にも
登場してもらっています。
　石澤は当社初の女性ドライバーで
す。「HPの石澤の写真を見て応募し
た」という未経験の女性ドライバーを
採用したケースもありました。残念な

がら彼女は家庭の事情で転居することになり退職してしまい、現
在当社の女性ドライバーは石澤だけですが、今後も女性ドライバ
ーや未経験者を積極的に採用していこうと考えており、石澤の存
在が女性ドライバー採用、未経験者採用のさらなる呼び水になっ
てくれると期待しています。

石
い し ざ わ

澤 香
か す み

純さん

　ハローワークで、普通免許でも乗務できる 2トン車のドラ
イバーを募集する幸洋運輸㈱の求人に出会った石澤さん
は、すぐに同社に応募。しかし、渡邊社長は当初、「19 歳
・女性・普通免許のみ保持・未経験者」だった石澤さんの
ドライバー採用にあたり、ためらいを感じていたという。ト
ラックドライバーである父親の背中を見て育ってきたとはい
えども、実際の業務を見てもらわないと始まらないと考え
た渡邊社長は、石澤さんに「1 日お仕事体験」を提案する。
トラックの助手席に乗り、荷役作業のサポートなどを体験す
ることで、ドライバーの仕事の大変さを知ってもらおうと考
えたのだ。

　「大変さが身に染みて諦めるのではないかと思っていまし
たが、1 日の仕事体験を終えた彼女が帰社し、ニコニコし
ながら『楽しかったです！』と言った時に、採用を決めまし
た」（渡邊社長）
　「大変だ、不安だ、という気持ちよりも、『私も毎日この
仕事をやりたい！』という気持ちが圧倒的に勝ちました」（石
澤さん）
　
　普通乗用車にしか乗ったことのない状態で 2トン車のド
ライバーになった石澤さん。入社当初は、トラックをぶつけ
てしまうなど、苦労も多かったと言うが、「会社に迷惑をか
けてしまったことは、自分のスキルアップでしか返せない」
と日々鍛錬し、1 人前のトラックドライバーに成長。3 年前
には自ら申し出て、渡邊社長のフォローも受けながら大型
免許を取得。ほぼ時を同じくして、未経験の若手男性ドラ
イバーが入社したため、彼が 2トン車に乗務し、石澤さん
は中型車に乗り換え、ステップアップした。

　石澤さんのモ
チベーションに
なっているのは、
社内外のスタッ
フから「いつも
頑張ってるね！」
と声をかけても
らえたり、道行
く子どもたちに
手を振ってもら
えたりする時の

history 「19歳の女の子」が「現場に欠かせないスペシャリスト」になるまで
喜びだという。
「 誰にも負け
な い 点 は ？」
と尋ねると、こ
んな答えが返っ
てきた。

　「私のセール
ス ポ イ ントは
『 パワー』 で
す。入社時は、
病気療養後だっ
たこともあり、少し体力的にきつく感じる時もありましたが、
今や力仕事のコツもつかみ、200 キログラムのドラム缶を
1 人でまわして運んだり、約 1トンのパレットを自在にハン
ドリフトで運んだりと、男性でもできない人がいる力仕事も
できるようになりました。お客様にも『これが運べる女性
はなかなかいないよ』とお墨付きをいただいており、パワー
では負けません」（石澤さん）

　そんな石澤さんの努力やパワフルさ、そして技術の高さ
には、渡邊社長も「今や石澤は、同じお客様を担当する
グループのサブリーダー格として、同じグループのトラック
６台分の伝票の割り振りも１人で全てこなしたり、他のトラ
ックの荷物まで目配り・気配りを怠らなかったりと、『現場
に欠かせないスペシャリスト』と言っても過言ではない存在
に成長しました」と太鼓判を押す。
　後輩ドライバーの指導も行うなど、確実にキャリアアップ
を重ねる石澤さんが「スペシャリスト」として最も輝くのは、
頭をフル回転させながら行う積み込み作業だ。

　「荷物を降ろしていく順番と、パレットや荷物の形状・大
きさなど全てをシミュレーションし、トラックの荷台にぴった
り荷物が入るよう、頭の中で設計図を描きながら各自に伝
票を割り振り、それをもとに各自が積み込み作業を開始し
ます。まるでパズルやテトリスをするかのような積み込み作
業は、入社後４年間２トン車に乗っていた際、限られたトラ
ックの容量をフルに活かして荷物を積むために培ったもの
です。後輩ドライバーにもそのコツを教えたり、伝授したり
しています。今いる後輩ドライバーは皆男性なので、女性ド
ライバーの後輩が増えたらうれしいですね」（石澤さん）

渡邊　佳一
取締役社長


